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2 25月 日発行 

　1月２５日、「中竹野ジャンボまき寿
司大会」を中竹野ふるさと館で開催
しました。 
　この催しは、中竹野地区公民館が、
区民の世代間交流を図るために開催
し、今年で３回目になります。約１２０
人が、１８０枚の焼のりに寿司めし、玉
子焼き、かまぼこなどを乗せ、気持ち
を合わせて一斉に巻きました。まき
寿司の長さは過去最高の２８．８ｍに
達し、参加者からは歓声が上がって
いました。 
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区民の世代間交流を図るために開催
し、今年で３回目になります。約１２０
人が、１８０枚の焼のりに寿司めし、玉
子焼き、かまぼこなどを乗せ、気持ち
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寿司の長さは過去最高の２８．８ｍに
達し、参加者からは歓声が上がって
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▲ホーン岬東周りで単独無寄港世界一周に挑戦（２００４年～０５年）

４６年間、冒険航海に挑戦４６年間、冒険航海に挑戦
世界初、ヨットで　世界初、ヨットで
太平洋単独横断成功など太平洋単独横断成功など

堀江謙一堀江謙一 さんさん

２００８２００８「植村直己冒険賞特別賞」「植村直己冒険賞特別賞」受賞者が決まる受賞者が決まる

▲波の力を利用したボートで太平
洋単独横断に挑戦（２００８年）（写
真提供：ＣＱ　ｈａｍ　ｒａｄｉｏ）

▲東京会場の発表の様子を見守る府
中小学校６年生の児童と関係者ら

▲「特別賞」を受賞し、喜びを語る堀
江さん（中央）

　２月１２日、植村直己さんの母校である明治大学紫紺館（東京都千代田区）で、２００８植村直己冒
険賞の会見を行いました。今回は、２００８年に日本人が挑んだ２０５件の冒険行の中から「植村直
己冒険賞」の該当者を選びましたが、辞退されたため、受賞者なしとなりました。
　なお、２００８年を含め、長年の冒険行で功績のある方に贈る「植村直己冒険賞特別賞」には、
海洋冒険家の堀江謙一さん（７０歳、芦屋市在住）を選びました。堀江さんは、１９６２年に世界で初
めてヨットで太平洋単独横断に成功するなど、４６年間、果敢に冒険航海に挑戦し続け、２００８年
には、波の力だけを利用したボートでハワイ・ホノルル（アメリカ）から紀伊水道（和歌山県）ま
での約７，８００ｋｍの航海に成功しました。
　東京での会見の様子は、植村直己さんの母校の府中小学校にも中継され、堀江さんは「何事
にも挑戦する気持ちを持ち続けることが大切」と児童にメッセージを贈りました。
　なお、本賞の授賞式を６月６日（土）に日高文化体育館で行います。授賞式では、冒険賞特別
賞の授与のほか、堀江さんの講演も行う予定ですので、皆さん、楽しみにお待ちください。

《問合せ》植村直己冒険館　�４４－１５１５
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●堀江謙一さんプロフィール●
　１９３８年 ､大阪市生まれ。海洋冒険家。１９６２年に世界で
初めてヨットで太平洋単独横断に成功するなど ､４６年
間 ､果敢に冒険航海に挑戦し続けている。
■主な冒険等経歴
◇１９６２年　世界初、ヨットで単独太平洋横断（西宮～

サンフランシスコ）
◇１９７３年～７４年　小型ヨットで西回り単独無寄港世界

一周（淡路島～大阪 ･忠岡）
◇１９７８年～８２年　世界初、ヨットで縦回り世界一周（和

歌山 ･由良～ハワイ ･ホノルル）
◇１９８５年　世界初、ソーラーボートで単独太平洋横断

（ハワイ・ホノルル～父島・二見）
◇１９８９年　世界最小（２．８ｍ）の外洋ヨットで太平洋単独横断（サンフラ

ンシスコ～西宮）
◇１９９２年～９３年　世界初、足漕ぎ（人力）ボートで太平洋単独横断（ハワ

イ ･ホノルル～沖縄）
◇２００４年～０５年　ヨットでホーン岬東周り単独無寄港世界一周（西宮～

西宮）
◇２００８年　世界初、波の力だけを利用したボートで太平洋単独横断（ハ

ワイ ･ホノルル～紀伊水道・和歌山・日ノ御埼）
■著　書
　『太平洋ひとりぼっち』『ひとりぼっちの世界一周航海記』など
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９
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（写真提供：ＣＱ　ｈａｍ
　ｒａｄｉｏ）
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▲太平洋単独横断中にボート内
で無線交信（２００８年）（写真提
供：ＣＱ　ｈａｍ　ｒａｄｉｏ）
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　歩こう会のメンバーから発展し
てできたグループで、長年各地に
ハイキングに出かけています。
　いろいろな年代の仲間との交流
はもちろん、各地で出会うさまざまな人との交流も
積極的に楽しんでいます。
　また、家庭では、仕事で忙しい家族に代わり、毎
日の夕食の準備が私の役目の一つです。日課として
午後から買い物に出かけています。
　ほかに趣味として、以前に講習を受けた柳細工を
今も続けています。夫も趣味で陶芸を楽しんでいま
す。こうして健康でいられて、みんなと楽しく過ご
すことができて、毎日感謝することばかりです。

岡田しずゑさん
（下陰・８２歳）

　神社の境内を借り、近所の主婦
の方々と始めたラジオ体操が２３年
間続いています。
　自分の健康のために午後１時か
らの１０分間は、雨の日も雪の日も体操し、外出して
いても時間になると自然と体が動きます。今では生
活の一部となっています。
　ラジオ体操をするために人が集まり、会話の花が
咲き、健康と交流の場となっています。時には観光客
の飛び入り参加もあり、旅の道連れになっています。
　簡単なラジオ体操でも、続けることは健康のバロ
メーターとなり、近所の方との楽しいひと時になっ
ています。一日でも長くみんなで体操ができること
を喜びにしたいと思います。

秦　佳子さん
（城崎町湯島・７８歳）

　私の元気を支えるものは、畑で
の野菜作りです。１０年前から有機
栽培の野菜作りをはじめ、平成１７
年には、公園の空きスペースに、
区の有志で野菜の販売所を始めました。
　販売所を通して、若い方や同年代の方との交流、
お客さんとの会話ができるので、皆さんから元気を
もらっているように感じています。
　畑での野菜作りは、楽しみながら行っており、か
わいがって育てていくと野菜が応えてくれるのが喜
びになります。
　ほかには、園芸も趣味で、畑やプランターに花作
りをしています。四季ごとに咲く花に囲まれ、毎日
楽しく元気に暮らしています。

花垣由久枝さん
（竹野町阿金谷・７０歳）

　私は、４年前に 腰  椎 を圧迫骨折
よう つい

しました。通院治療で何とか生活
していますが、いつ痛みが襲って
くるかと心配の種がつきません。
　昨年８月からすこやか教室（運動機能向上教室）
に参加し、自宅でも就寝前にパンフレットを見て体
操を行うことが、いつの間にか日課となりました。
数カ月後、体操の効果が表れはじめ、今まで草刈り
後に出ていた腰痛が出なくなりました。
　雨天には、日高囲碁クラブに行き、認知症予防の
ため、囲碁仲間とともに対局を通じて脳の活性化を
図っています。今後も介護のお世話にならないよう、
一日でも長く健やかな毎日を送りたいと願っていま
す。

藤本義昭さん
（日高町中・７６歳）

考えよう、自分でできる介護予防 

　地域包括支援センターは、高齢者が安心して生き生きと生活できる
ように、介護予防サービスなどのケアプランを作成したり、福祉、保
健、医療、高齢者の権利擁護などさまざまな方面から皆さんを支援す
るための、地域の中核的な機関です。
　豊岡市における６５歳以上の人口は、平成２０年４月現在で２３，８３１人で
す（高齢化率：約２６％）。高齢者の皆さんが元気に活動されることが
地域を元気に明るくします。
　そこで今回は、健康づくり・地域づくりに頑張っている方々を紹介します。介護が必要な状
態にならないように取り組む「介護予防」は、特別なことではありません。いくつになっても
住み慣れた地元・地域で生き生きと暮らせるまちにするため、身近なことから実行しましょう。

《問合せ》介護保険課地域包括支援センター�２４－２４０９
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　退職後、地区役員・寺の役など
で活動していましたが、病気を発
症後、家の中で過ごすことが多く
なっていました。
　平成１９年にささゆり教室（健康教室）と元気クラブ
（生きがい活動通所支援事業）を紹介してもらい、そ
れに参加してから自分の心構えが変わってきました。
　「外に出るのがおっくうやなあ」と思っても、でき
るだけ外に出て、多くの人と交流することを心がけ
るようになりました。今は、妻と毎日３０分程度の散
歩や老人会の旅行などにも参加するようにしていま
す。今後は、できるだけ地区の行事にも参加して、
好きな俳句とラジオの高齢者放送大学も続けたいと
思います。

小川二朗さん
（出石町川原・８５歳）

　「自分の生きている間に何かし
ようか」と思い、平成１５年ごろか
らボランティアをしています。平
成１８年に講習を受けて介護予防サ
ポーターとなりました。
　平成１９年に楽らく教室（運動機能向上教室）に通って
いた仲間と話し合い、翌年、老人会の神社の掃除の際
に体操を紹介して、会員を募集したところ、１８人が集まり、
体操の指導部長として今日まで続いています。
　健康の秘訣は、３食しっかり食べることです。適
度な運動をしないとお腹が減りません。自分のペー
スで１日に４～７ｋｍ歩きます。楽しみはグラウン
ドゴルフです。月に１回の試合があり、仲間と楽し
んでいます。

上杉正明さん
（但東町中山・７３歳）

◆介護予防川柳を募集します！
　介護予防をテーマとした川柳を募集しま
す。皆さんの日ごろの元気の秘訣や介護予
防に関する思いを川柳にしてみませんか。
◇申込方法　はがきまたは用紙に、介護予

防川柳、ペンネーム（あれば）、
氏名、住所を記入の上、郵送
またはファックスで応募くだ
さい。

　　　　　※優秀作品は、地域包括支援センターの広報活動な
どに使用します（応募作品の返却はしません）。

　　　　　※選句は、地域包括支援センター職員が行います。
◇募集期間　３月１日（日）～３１日（火）
◇申　込　み　豊岡地域包括支援センター（〒６６８‐００４５　城南町

２３‐６）�２４－２４０９、ＦＡＸ２９－３１４４

◆地域包括支援センターは高齢者の総合相談の窓口です
　地域包括支援センターでは、保健師・看護師、社会福祉士、主任介護
支援専門員が互いに連携を取りながら、高齢者や家族の皆さんを、介護・
医療・保健・福祉など、さまざまな方面から支援しています。
　毎日の生活の中で困っていることや心配事などがあれば、地域包括支
援センターに気軽に相談ください。

ファックス電話担当地域住　　所センター名

２９－３１４４２４－２４０９豊岡城南町２３－６豊岡地域包括支援センター

３２－２９４０３２－４５９９城崎、港地区城崎町湯島６２５－９城崎・竹野地域包括支援センター

４７－１８７８４７－１４２５竹野竹野町須谷１４７８
城崎・竹野地域包括支援センター

（竹野分室）

４２－６３００４２－０１５８日高日高町祢布８９１－２日高地域包括支援センター

５２－５７１６５２－７０１５出石出石町福住１３０２出石・但東地域包括支援センター

５４－０１８２５４－０５１５但東但東町出合４３３－１
出石・但東地域包括支援センター

（但東分室）

【川柳例】 

“

”
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▽
対
象
者　

豊
岡
市
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
（
平
成　

年
４
月

２１

１
日
現
在
）
で
、　

歳
以
上　

４０

７５

歳
未
満
の
方
（
受
診
日
現
在
）

▽
受
診
券　

５
月
中
に
対
象
者
に

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
こ
の

受
診
券
は
、
集
団
健
診
お
よ
び

個
別
健
診
を
受
診
す
る
際
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に
保

管
く
だ
さ
い
。

▽
受
診
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
１

つ
の
方
法
で
受
診
で
き
ま
す
。

①
集
団
健
診
（
す
こ
や
か
市
民

ド
ッ
ク
）

〔
５
月
〜　

月
（　

回
実
施
）〕

１１

３７

　

豊
岡
市
が
実
施
す
る
集
団
健
診

で
す
。
特
定
健
康
診
査
の
ほ
か
、

が
ん
検
診
な

ど
が
受
診
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
事

前
予
約
が
必

要
で
す（
詳

細
は
、
す
こ

や
か
市
民
ド
ッ
ク
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

②
公
立
病
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク

　
　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
公

４０
立
病
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
と
同
時

に
特
定
健
康
診
査
が
受
診
で
き
ま

す
（
詳
細
は
、　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

２２

く
だ
さ
い
）。

③
個
別
健
診
（
登
録
医
療
機
関
で

の
受
診
）

〔
５
月
〜　

月（
随
時
）〕

１２

　

下
表
の
登
録
医
療
機
関
で
診
て

も
ら
う
健
診
で
す
。「
受
診
券
」
が

手
元
に
届
い
て
か
ら
、
各
医
療
機

関
に
直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
診
の
際
に
は
必
ず
「
受
診
券
」

と
「
健
康
保
険
証
」
を
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
受
診
料
金

※
特
定
健
康
診
査
以
外
の
項
目
を

受
診
す
る
場
合
は
、
右
記
以
外

の
費
用
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
公
立
病
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
料
金
は
、　

ペ
ー
ジ
を
ご

２２

覧
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

　

そ
の
他
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
、
健
康
保
険
組
合
や
共
済
組
合

な
ど
）
に
加
入
の
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
加
入
の
健
康
保
険
で
特
定
健
康

診
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
加
入

の
健
康
保
険
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
特
定
健
康
診
査
」
は
、
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
視
点
を
置
い
た

健
診
で
、
平
成　

年
度
か
ら
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

２０

　

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
目
標
の
受
診
率　

％
（
平
成　

６５

２４

年
度
）
を
目
指
し
、
平
成　

年
度
か
ら
「
特
定
健
康
診
査
」
を
集

２０

団
健
診
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
は
、
新
た
に
個
別

２１

健
診
に
よ
る
受
診
が
可
能
と
な
り
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
都
合
の

良
い
日
程
で
受
診
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、
こ

の
「
特
定
健
康
診
査
」
は
、
個
人
が
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
誰
も
が
健
康
で
幸
せ
な
生
活

を
維
持
で
き
る
よ
う
、
必
ず
毎
年
1
回
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係
�　

－

９
０
６
1

２１

個別健診集団健診年齢

２，０００円１，３００円
４０歳以上

７０歳未満

無料
７０歳以上

７５歳未満

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
の

特
定
健
康
診
査

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!
 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!
 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!

豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん 

電話番号住所医療機関名地域電話番号住所医療機関名地域
２２－１１５９戸牧３７‐５やすだ内科クリニック

豊岡
２９－２７６６城南町５‐１１いがらし医院

豊岡

２２－２３８２大磯町９‐５３由利医院２９－０３３３江本５０３江本内科クリニック
２６－８１８８�渕１３３‐１土 吉田クリニック２４－１００１城南町８‐１２大井医院
３２－２６１０城崎町湯島３４９‐１浅見医院城崎２９－０８５５中央町３‐３６小西整形外科医院

４２－３１１０日高町日置２９
医療法人社団医徳会
北村内科

日高
２４－７００７今森４６５‐１

但馬医療生活共同組合
ろっぽう診療所

４２－３９５５日高町国分寺４００‐１３長谷川クリニック２４－９５００高屋１０５４中島医院
４２－１０２２日高町岩中２１２‐１野田消化器科クリニック２４－１８９０京町５‐４３中治内科クリニック
５２－５８０３出石町本町６６中沢医院出石２８－２０１６瀬戸７７‐２０中田医院
５５－００３６但東町久畑１２６高橋診療所但東２２－３５３８京町３‐２１舟木内科医院

〈特定健康診査受診料金〉

〈個別健診登録医療機関〉
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市
で
は
、
積
極
的
支
援
・
動
機

付
け
支
援
に
該
当
し
て
い
る
方
に
、

教
室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
運

動
や
食
事

な
ど
の
日

常
生
活
を

見
直
し
、

皆
さ
ん
に

合
っ
た
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
に
合
っ
た
教
室
ス
タ
イ

ル
が
次
か
ら
選
べ
ま
す
。

・
３
カ
月
で
３
キ
ロ
や
せ
る
！
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
豊
岡
…
運
動
中
心

・
お
な
か
ス
ッ
キ
リ
教
室
〜
工
夫

次
第
で
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
！
…

食
生
活
改
善

・ 
３  
３  
３ 
教
室
（
３
カ
月
で
体
重

サ
ン 
サ
ン 
サ
ン

３
キ
ロ
、
腹

囲
３
セ
ン
チ

ダ
ウ
ン
を
目

指
そ
う
！
）

　

６
カ
月
間
の
特
定
保
健
指
導
を

受
け
る
と
、
次
の
よ
う
な
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

●
【　

歳
・
男
性
（
積
極
的
支
援
）】

４０

▽
改
善
目
標

・
夜
に
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
な

い
よ
う
に
す
る
。

・
２
日
で
１
２
、
０
０
０
歩
、
歩

く
。

　

目
標
を
意
識
し
て
、
生
活
習
慣

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▽
３
カ
月
後
の
変
化
は

・
空
腹
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
効
果　

腹
囲
が
５
・
５
セ
ン
チ
、

体
重
が
９
・
２
キ
ロ
、
体
脂
肪

率
が
３
・
３
％
減
っ
た
。

●
【　

歳
・
男
性
（
積
極
的
支
援
）】

６０

▽
改
善
目
標

・
毎
日
、
朝
晩
、
体
操
を
す
る
。

・
甘
い
物
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

　

運
動
中
心
の
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

豊
岡
」
に
参
加
を
決
め
、
週
１
回

通
い
ま
し
た
。

▽
３
カ
月
後
の
変
化
は

・
お
な
か
が
す
っ
き
り
し
て
ズ
ボ

ン
の
ウ
エ
ス
ト
が
楽
に
な
っ
た
。

・
周
り
の
人
に「
す
っ
き
り
し
た
」

と
言
わ
れ
た
。

▽
効
果　

腹
囲
が
３
セ
ン
チ
、
体

重
が
１
・
２
キ
ロ
、
体
脂
肪
率

が
１
・
１
％
減
っ
た
。

・
歩
数
計
を
付
け
て
、
毎
日
歩
数

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
砂
糖
入
り
の
コ
ー
ヒ
ー
や

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ま
な
く
な
っ
た
。

・
参
加
し
て
、
健
康
や
体
調
改
善

に
効
果
が
あ
っ
た
。

　

生
活
習
慣
の
小
さ
な
見
直
し
で
、

大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
変
わ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
、
生
き

生
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈3つのグループ〉 

リスクが重なり出した段階 

積極的支援 

リスクが出現し始めた段階 

動機付け支援 

メタボリックシンドロームのリスクなし 

情報提供 

教
室
紹
介

効
果

▲食生活改善に重点をおいた「おな
かスッキリ教室」

80

82

84

86

88

90

65

70

75

80

85

90
88.5cm

83.0cm

79.8kg

70.6kg

83.0cm

79.8kg

70.6kg

(cm) (kg)

腹囲 

体重 

腹
囲 

体
重 

参加前 参加後 

参
加
者
の
感
想

88

90

92

94

96

75

80

85

90

95

94.5cm

91.5cm

79.2kg

78.0kg

91.5cm

79.2kg

78.0kg

参加前 

(cm) (kg)

参加後 

腹囲 

体重 

腹
囲 

体
重 

▲初回教室で目標を立てました

受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるる
だだだだだだだだだだ
けけけけけけけけけけ
でででででででででで
はははははははははは
もももももももももも
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
いいいいいいいいいい
なななななななななな
いいいいいいいいいい
！！！！！！！！！！

受
け
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
！

生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活
習習習習習習習習習習
慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
をををををををををを
見見見見見見見見見見
直直直直直直直直直直
すすすすすすすすすす
きききききききききき
っっっっっっっっっっ
かかかかかかかかかか
けけけけけけけけけけ
にににににににににに
！！！！！！！！！！

  
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
！

特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定
保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健
指指指指指指指指指指
導導導導導導導導導導
をををををををををを
行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっ
てててててててててて
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

　

平
成　

年
度
の　

〜　

歳
の
豊
岡
市
国
保
加
入
者
の
特
定
健
康

２０

４０

７４

診
査
（
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
）
の
受
診
者
数
は
、
５
、２
６
６
人

（
男
性
２
、２
６
１
人
、
女
性
３
、０
０
５
人
）
で
し
た
。

　

市
で
は
、
受
診
結
果
か
ら
、
国
が
定
め
た
判
定
基
準
に
よ
り
３

つ
の
グ
ル
ー
プ（
積
極
的
支
援
・
動
機
付
け
支
援
・
情
報
提
供
）に
分

け
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

受
診
者
の
う
ち
、
積
極
的
支
援
に
２
２
1
人
、
動
機
付
け
支
援

に
４
８
０
人
の
方
が
該
当
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
国
保
保
健
係
�　

－

1
1
２
７

２４
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ナナマルナナマル

ターゲットターゲット

目指せ！ 東京直行便！！ 目指せ！ 東京直行便！！ 

　市では、地域の航空需要を市内外にアピールし、東京直行便の実現を図るため、但馬－大阪（伊丹）便の
目標搭乗率を70％とする｢ターゲット 70 」と題したコウノトリ但馬空港利用促進大作戦を展開しています。

ナナマル

　開港以来の地域の悲願である東京直行便を実現するため、ぜひ、コウノトリ但馬空港を利用ください。
《問合せ》都市整備課交通政策係�２３－１７１２

所要時間

東京（羽田）

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

コウノトリ
但馬

約２時間３５分
（伊丹での乗継ぎ　
　時間約５０分を含む）

１１：３０⇒１２：４０
ＪＡＬ１１４便

朝便
１０：１０⇒１０：４５
ＪＡＣ２３２２便

朝便

１９：３０⇒２０：４０
ＪＡＬ１３４便

夕便
１８：００⇒１８：３５
ＪＡＣ２３２４便

夕便

■４月１日～６月３０日の運行ダイヤ
コウノトリ但馬空港から大阪・東京へ

東京・大阪からコウノトリ但馬空港へ
所要時間

コウノトリ
但馬

発着時間・便名

大阪（伊丹）

発着時間・便名

東京（羽田） 約２時間１０分
（伊丹での乗継ぎ　
　時間約２０分を含む）

　９：０５⇒　９：４５
ＪＡＣ２３２１便

朝便
　７：３０⇒　８：４０
ＪＡＬ１０３便

朝便

１６：５５⇒１７：３５
ＪＡＣ２３２３便

夕便
１５：３０⇒１６：３５
ＪＡＬ１２５便

夕便

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合がありますので、搭乗前に確認ください。

■市民助成後運賃　

市民負担額運賃額　区　分※１

5,400円12,400 円大人普通運賃

4,000円7,900 円特便割引１

3,900円6,900 円先得割引

2,450円7,950 円身体障害者割引

2,700円6,200 円小児普通運賃※２

【コウノトリ但馬⇔大阪（伊丹）】　〈片道〉

※ 1…券により設定条件が異なりますので、必ず確
認ください。

※ 2…小児普通運賃は、3歳以上 12 歳未満に適
用されます。

■搭乗前の助成（市内取扱旅行代理店）

電話番号助成取扱店電話番号助成取扱店

22-4281㈱ツーリスト
サンフラワー22-0007㈱さとうトラベル

サービス豊岡店

24-8200JA たじま
旅行センター23-0001きほくツアーズ㈱

JTB旅サロン豊岡

29-0203㈱スカイウェイ26-6140㈲ i. スマイル

※但馬空港では、事前助成はでき
ません。

52-4960いずしトラベル
サービス

申請書を記入→助成後の金額で購入

■搭乗後の助成（市役所）

申請方法申請場所

　窓口に搭乗券を持参の上、申請書に必
要事項（振込先）を記入ください。
※搭乗後 1カ月以内に申請ください。

都市整備課本　　庁

総　務　課総合支所

搭乗後に搭乗券を提出→助成金を後日振込



9 広報とよおか　2009.2.25

　市教育委員会では、今後２年ごとにアンケートを実施し、豊岡市の子どもの実態を把握しなが
ら、学校と家庭が連携して、基本的な学習・生活習慣の確立に向けた取組みを進めていきます。 

今、豊岡の子どもたちは!?今、豊岡の子どもたちは!?今、豊岡の子どもたちは!?
～平成20年度「くらしのアンケート」調査結果から～ 

家庭での声かけ、話し合いが大切です！ 

　市教育委員会では、昨年１１月に市内の全小中学校の小学３年生・５年生、中
学２年生を対象に「くらしのアンケート」を実施しました。 
　今回は、調査結果の中からいくつかの項目を基に、豊岡の子どもたちの実
態に迫ります（対象者  小学３年生５５２人・５年生６１１人、中学２年生４６２人）。 

《問合せ》こども教育課指導係 ２３‐１４５２ 

「家庭での学習時間は？」 ●家庭学習の習慣化を！ 

「家庭での読書時間は？」 

「朝食は食べますか？」 「携帯電話を持っていますか？」 

●省テレビによる読書時間の確保を！ 

●朝食は一日のエネルギー源！ ●携帯電話は必要ですか？ 

0
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20

30

40

50

4.8

25.6

29.6

53.8

24.6

19.5

13.5

21.5 20.0

12.2
16.017.1

9.0

17.1

11.5 12.3
13.8

9.0

3.9

9.09.0
6.4
3.7 4.5

29.5

20.3
18.3

20.3
18.3

42.8
40.7

29.8

12.1

25.9 25.5

4.4 5.5

12.9

ほとんどしない 

ほとんどしない 10分程度 20分程度 30分程度 40分以上 

15分程度 30分程度 1時間程度 1時間30分程度 2時間以上 

小3 

小5 

中2

0

10

20

30

40

50

60
小3 

小5 

中2

毎日食べる 

小3 

小5 

中2

90.8％ 

86.4％ 

81.5％ 

持っている 

小3 

小5 

中2

6.4％ 

6.7％ 

16.3％ 

（％） 

（％） 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
３
月　

日（
土
）は

１４

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
３
月
２
日（
月
）・
９
日（
月
）・　

日
１６

　
（
月
）・　

日（
月
）・　

日（
月
）は

２３

３０

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.sia.go.jp

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《
問
合
せ
》

・
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

０
９
４
５

２２

・
市
民
課
市
民
係

　

�　

－

９
０
１
５
ま
た
は
各

２１
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２１

料（
定
額
）は
、
月
額
１
４
、
６
６

０
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の
変
更
に

伴
い
、
前
納
保
険
料
も
左
表
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後

の
生
活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
な

ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
、
生
計
を
維
持
し

て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
な
い
と
、

こ
れ
ら
の
年
金

を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間

を
経
過
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
で
、
将
来

受
給
す
る
基
礎
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民

年
金
保
険
料
案
内
書
」
に
あ
る

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」
に
よ
り
、
金
融
機
関

な
ど
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
申
出
書
」
は
、
金
融

機
関
や
市
役
所
市
民
課
市
民
係
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
も
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

▽
住
所
を
変
更
す
る
場
合

　

年
金
を
受
給
中
で
引
越
し
に
よ

り
住
所
を
変
更
す
る
方
は
、「
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
（
は
が
き

様
式
）」を
新
住
所
地
の
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
の
住

所
変
更
処
理
が
済
む
ま
で
は
、
前

住
所
地
に
年
金
に
関
す
る
郵
便
物

が
届
き
ま
す
。
住
所
変
更
届
を
提

出
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
郵
便

局
へ
も
郵
便
物
の
転
送
を
依
頼
く

だ
さ
い
。

▽
支
払
機
関
を
変
更
す
る
場
合

　

変
更
す
る
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
、
は
が
き
様
式
の
変

更
届
に
口
座
番

号
の
証
明
を
受

け
て
、
次
の
年

金
支
払
日
の
１

カ
月
前
ま
で
に

平
成　

年
度
の

２１

国
民
年
金
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

手
続
き
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
内
の
と

き
に
は
、
年
金
の

支
払
い
が
変
更
前

の
支
払
機
関
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
支
払
機
関
へ
の
入
金
を

確
認
す
る
ま
で
は
、
旧
口
座
は
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
就
職
先
に
年
金
手
帳
の
提
出
を

　

就
職
に
よ
り
、
厚
生
年
金
な
ど

に
加
入
す
る
こ
と
と
な
る　

歳
以

２０

上
の
方
は
、
国
民
年
金
の
種
別
が

第
１
号
被
保
険
者
か
ら
第
２
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

　

種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
勤
務

先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
年
金

手
帳
を
勤
務
先
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

年
金
手
帳
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

基
礎
年
金
番
号
は
、
公
的
年
金
共

通
の
番
号
で
、
転
職
や
退
職
な
ど

で
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
、
年
金
手
帳
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

口
座
振
替
の
申
込
手
続
き

国
民
年
金
受
給
中
で

引
越
し
す
る
方
へ

証明書

〈前納保険料と割引額〉
１年分６カ月分１カ月分納付方法

１７５，９２０円８７，９６０円１４，６６０円
現金支払

（月々）

１７２，８００円

【３，１２０円】

８７，２５０円

【７１０円】
－

現金・クレジット

納付（前納）

【割引額】

１７２，２３０円

【３，６９０円】

８６，９６０円

【１，０００円】

１４，６１０円

【５０円】

口座振替（前納）

【割引額】

今
春
就
職
す
る

学
生
な
ど
の
方
へ
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大
規
模
な
陥
没
と
と
も
に
西
南

日
本
（
日
本
列
島
の
西
半
分
）
は

大
陸
か
ら
大
き
く
裂
け
て
、
時
計

回
り
に　

度
回
転
し
、
低
地
や
湖

６０

に
、
次
第
に
対
馬
海
流
が
進
入
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
堆
積

し
た
の
が
、
北
但
層
群
の
豊
岡
層

と
村
岡
層
で
す
。

　

豊
岡
層
か
ら
は
、ビ
カ
リ
ア
・
カ

キ
・
ザ
ル
ガ
イ
な
ど
の
汽
水
〜
海

生
の
貝
化
石
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。ビ
カ
リ
ア
か
ら
新
生
代
中

新
世
と
い
う
時
期
と
、熱
帯
・
亜
熱

帯
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ（
沼
地
・ 
干  
潟 
）

ひ 

が
た

の
環
境
が
推
察
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
村
岡
層
か
ら
は
、
オ
パ

キ
ュ
リ
ナ
と
い
う 
有
孔
虫 
の
化
石

ゆ
う
こ
う
ち
ゅ
う

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
今
か
ら
約
１
６
０
０
万
年

前
の
年
代
は
、
海
底
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
但
馬
全
域
が

海
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
陸
地
が

所
々
に
残
る
瀬
戸
内
海
の
よ
う
な

多
島
海
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

南
へ
移
動
し
た
西
南
日
本
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
に
押
さ

れ
て
、
ほ
ぼ
南
北
方
向
に
圧
縮
さ

れ
、
地
層
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
形

で
隆
起
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
火
山
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
安

山
岩
・
デ
イ
サ
イ
ト
・ 
流
紋
岩 
な

り
ゅ
う
も
ん
が
ん

ど
の
溶
岩
が
但
馬
海
岸
の
景
観
を

作
り
ま
し
た
。 
歌  
長 
流
紋
岩
・ 
宇 

う
た 
お
さ 

う

 
日 
流
紋
岩
・ 
鎧
ノ  
袖  
岩
床 
な
ど
の

ひ 

よ
ろ
い
の 
そ
で 
が
ん
し
ょ
う

溶
岩
が
噴
出
し
、
浸
食
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、 
猿  
尾  
滝 
ひ
ん
岩
の
岩

さ
る 

お 

だ
き

脈
が
貫
入
し
た
後
、 
鉢  
伏  
氷
ノ
山 

は
ち 
ぶ
せ 
ひ
ょ
う
の
せ
ん

が
噴
火
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
現
在
と
同
じ
位

置
に
日
本
列
島
が
隆
起
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
地
層
は
、
新
温
泉

町 
照  
来 
地
域
に
多
く
分
布
し
て
い

て
ら 

ぎ

て
照
来
層
群
と
呼
ば
れ
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
昆
虫
化
石
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

約
１
６
０
万
年
前
、
豊
岡
市
赤

石
と
滝
の
辺
り
に
溶
岩
が
噴
出
し

て
、
中
で
も
赤
石
で
は
き
れ
い
な

節
理
の
あ
る
岩
肌
や
玄
武
洞
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
約
１
０
０
万
年
前
に
は
、

 
扇
ノ  
山 
が
噴
火
し
、
続
い
て
神
鍋

お
う
ぎ
の 
せ
ん

山
・ 
田  
倉 
山
   
（
京
都
府
福
知
山
市
夜

た 

く
ら 
や
ま

久
野
町
）・
上
佐
野
火
山
な
ど
が

次
々
に
噴
火
し
ま
し
た
。
神
鍋
火

山
群
の
中
で
最
後
に
噴
火
し
た
の

が
２
万
年
前
の
神
鍋
山
で
す
。

　

中
新
世
か
ら
続
く
火
山
活
動
は

温
泉
の
恵
み
と
し
て
、城
崎
温
泉
・

湯
村
温
泉
な
ど
の
泉
源
を
生
み
だ

し
た
り
、
但
馬
各
地
の
金
属
鉱
山

と
し
て
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
但
馬
の
大
地
に
分

布
す
る
岩
石
や
地
層
は
、
日
本
列

島
形
成
の
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

シリーズ 3 日本列島の生い立ち（後編） 
　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携
し、竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神
鍋高原などを中心としたエリアを、｢山陰海岸ジオパーク｣として、
世界ジオパークネットワークへの登録を目指しています。このジ
オパークについて、ジオパーク普及啓発専門員(北但層群化石研
究会代表)の三木武行が、シリーズで紹介します。 
　　　　　　　　　　　　　《問合せ》観光課�21-9016

約
1
8
0
0
万
年
前

（
新
生
代
中
新
世
中
期
）

約
5
0
0
万
年
前

（
新
生
代
鮮
新
世
）

約
2
0
0
万
年
前

（
新
生
代
第
四
紀
）

ユーラシアプレート 

太平洋プレート 

フィリピン海プレート 

ユーラシアプレート 

太平洋 
プレート 

北米 
プレート 

フィリピン海 
　　プレート 

ユーラシアプレート 

太平洋 
プレート 

北米プレート 

フィリピン海 
　　プレート 

▲約５００万年前

▲約２００万年前 　 …現在の地図

1万年前 

完新世 更新世 鮮新世 

照来層群 
神
鍋
火
山
群 

田
倉
山
火
山 

扇
ノ
山
火
山
群 

玄
武
洞 

鉢
伏
火
山 

時
代 

但
馬
の
地
質 

小
代（
累
）層 

春
来（
累
）層 

高
山（
累
）層 

丹
後（
累
）層 

村
岡
／
網
野（
累
）層 

豊
岡（
累
）層 

八
鹿（
累
）層 

高
柳（
累
）層 

北但層群 

中　新　世 
新生代第四紀 新 生 代 第 三 紀  

200万年前 500万年前 1800万年前 

〈但馬の地質年代〉
　

５
月
の
再
申
請
に
向
け
、市
で
は

２
月
か
ら
職
員
１
人
を
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局（
但

馬
県
民
局
内
）に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推

進
の
た
め
に
、専
門
知
識
を
持
つ
嘱

託
職
員
１
人
を
２
月
１
日
付
け
で

雇
用
し
ま
し
た
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録
に
向
け
て
体
制
強
化

▲約１８００万年前
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
１
月
】

　

日
・
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会

２３

検
討
結
果
報
告

　

日
・
生
き
も
の
と
人
・
共
生
の

２４

里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　

豊
岡

ｉｎ

　

日
・
豊
和
会

２７
　
　

・
豊
岡
市
防
災
会
議
・
豊
岡

市
国
民
保
護
協
議
会

　

日
・
ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ

３１

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
２
月
】

１
日
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〜
ミ

ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク　

豊
岡

ｉｎ

６
日
・
豊
岡
市
の「
市
民
憲
章
」「
市

の
木
・
花
・
魚
介
」を
制
定

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
城
崎
総
合
支
所
）

　

日
・
豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利

１０

帳
」
発
行
に
関
す
る
協
定

書
調
印
式

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
出
石
総
合
支
所
）

　

日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
特
別
賞

１２

発
表

　
　

・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

討
会
（
竹
野
総
合
支
所
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１３

討
会
（
日
高
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１６

討
会（
豊
岡
地
区
公
民
館
）

　

日
・
バ
ス
交
通
を
守
る
市
民
検

１７

討
会
（
但
東
総
合
支
所
）

　

市
で
は
、
市
民
生
活
に
必
要
な

情
報
を
掲
載
す
る
豊
岡
市
「
く
ら

し
の
便
利
帳
」
を
製
作
し
、
市
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
７
月
に
市
内
全
世
帯

へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の

発
行
に
当
た
っ
て
は
、
市
が
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
、
市
の
財
政
負
担
を
伴

わ
ず
に
行
政
情
報
の
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
、
官
民
協
働
の
事
業
手

法
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
こ
の
事
業
の
実
施

１０

ト
キ
・
ツ
ル
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
豊
岡
に
集
合
！

生
き
も
の
と
人
・
共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

豊
岡
市「
く
ら
し
の
便
利
帳
」を
発
行
し
ま
す

市
民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
官
民
協
働
で
届
け
ま
す

に
当
た
り
、
市
と
協
働
し
て
便
利

帳
を
発
行
す
る
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス（
大
阪
市
）と
市
は
、
豊

岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発

行
に
関
す
る
協
定
書
の
調
印
式
を

市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
広
告
収
入
を
も
と
に

編
集
・
印
刷
・
配
布
費
用
を
す
べ

て
負
担
し
、
市
は
、
各
種
行
政
情

報
や
防
災
・
観
光
情
報
な
ど
を
提

供
し
、
編
集
作
業
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

便
利
帳
に
は
、
市
の
文
化
財
や

観
光
の
ほ
か
、戸
籍
・
住
民
登
録
な

ど
の
各
種
手
続
き
、
健
康
・
医
療
・

福
祉
制
度
な
ど
市
民
生
活
に
身
近

な
情
報
を
掲
載
し
、
合
わ
せ
て
企

業
な
ど
の
広
告
も
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
の
便
利
帳
の
製
作
に
当
た
り
、

同
社
の
担
当
者
が
広
告
掲
載
の
お

願
い
に
市
内
の
事
業
者
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、
官
民
協
働
事
業
の
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
便
利
帳
に

広
告
を
載
せ
て
、
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。

　

１
月　

日
、「
生
き
も
の
と
人
・

２４

共
生
の
里
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　　
　
豊
岡
」
を
豊
岡
市
民
プ
ラ

ｉｎ

ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、ト
キ
・

ツ
ル
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
４
つ
の

市
（
新
潟
県
佐
渡
市
、
山
口
県
周

南
市
、
鹿
児
島
県 
出  
水 
市
、
豊
岡

い
ず 

み

市
）
を
核
に
平
成　

年
度
か
ら
始

１８

め
ら
れ
た
も
の
で
、
環
境
省
・
国

土
交
通
省
・
農
林
水
産
省
・
文
化

庁
の
後
援
を
受
け
、国
、県
、市
、関

係
団
体
が
共
同
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
１
部
は
〝
鳥

連
合
〞
４
市
長
会
談
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
組
み
を
深
め
な
が
ら
連
携
す

る
こ
と
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋

で
開
催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約

締
約
国
会
議
の
場
で
、
連
合
の
成

果
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
映
画
『
田
ん
ぼ
』

の
映
像
を
題
材
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
農
作
業

�

�

�

を
し
な
い
と
米
は
で

き
な
い
が
、
僕
は
農
業
�

�

が
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
き
も
の
が

い
っ
ぱ
い
い
る
よ
う
な
面
白
い
田

ん
ぼ
を
つ
く
り
た
い
」（
田
中
定
さ

ん
・
農
業
者
）

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
（
放
棄
田
な

ど
）
人
間
に
と
っ
て
不
便
な
場
所

に
行
く
。
鳥
が
大
切
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
」（
横

田
登
代
子
さ
ん
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

　
「
田
ん
ぼ
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

見
た
り
、
考
え
て
行
動
し
た
い
」

（
�
岡
百
合
恵
さ
ん
・
新
成
人
）

　
「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
生
き
も
の
が
住
め
る
田
ん

ぼ
を
広
げ
て
い
き
た
い
」（
細
川
大

蔵
君
・
小
学
生
）

　

各
世
代
か
ら
の
印
象
的
な
言
葉

が
心
に
残
り
ま
し
た
。

▲さまざまな意見が飛び交ったパ
ネルディスカッション

▲協定書の調印を終えた株式会社サイ
ネックス代表取締役社長の村田吉優
さん（右）と中貝市長
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1

自
然
美
再
発
見
！ 

ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
お
互
い
に
高
め
あ
う
し
く
み
づ
く
り
を

　

２
月
１
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育

て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
〝
夢
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〞
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
〜
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク　

豊
岡
〜
を
、
総
合
体
育

in

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
基
礎
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
日
本
を
代
表
す
る

選
手
や
指
導
者
と
じ
か
に
接
す
る

こ
と
に
よ
り
、
感
動
や
あ
こ
が
れ
、

夢
を
育
む
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
小
中
学
生　
15

チ
ー
ム
約
１
５
０
人
が
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
ア
メ
リ
カ
代
表
で
銅
メ

ダ
リ
ス
ト
の
ヨ
ー
コ
・
ゼ
ッ
タ
ー

ラ
ン
ド
さ
ん
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

日
本
代
表
の
横
野
有
紀（
旧
姓
・
永

富
）さ
ん
、バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
日
本

代
表
の
小
柳
紀
代
子（
旧
姓
・
福

田
）さ
ん
、元
全
日
本
代
表
の
向
井

久
子
さ
ん
に
、
基
礎
的
な
技
術
習

得
の
た
め
の
練
習
方
法
な
ど
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
は
、
子

ど
も
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
普
段
の
練
習
に
取

り
組
む
姿
勢
な
ど
を
力
強
く
伝
え
、

指
導
者
講
習
会
で
は
「
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
の
た
め
に
粘
り
強
い

指
導
を
！
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
ま
ち
ぐ
る
み
学
校

３１

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
小
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
ら
約
３
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
内

で
行
わ
れ
て
い
る
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
学
校
支
援
の
取
組
み
が
、
今
後
、

さ
ら
に
充
実
し
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
先
進
地
で
あ
る
京
都

市
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
京
都

市
教
育
委
員
会
小
中
一
貫
教
育
推

進
室
長
の
井
上
佳
和
さ
ん
が
「
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
お
互
い
に
高

め
あ
う
し
く
み
づ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
５
つ
の
小
中
学
校

の
代
表
が
、
地
域
か
ら
支
援
を
受

け
て
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
事

例
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
市
内
小
学
校　

校
の

３０

児
童
が
舞
台
に
上
が
り
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
防
犯
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
、

感
謝
の
手
紙
を
読
み
、
一
斉
に
手

渡
し
ま
し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
〜
ミ
ズ
ノ
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク　

豊
岡
を
開
催

in

夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切▲アンダーパスを

指導する講師
▲まちづくり防犯グループの皆さん
に感謝の手紙を渡す小学生たち

　

突
然
飛
び
入
り
日
記
で
す
。

　

大
雪
だ
っ
た
ふ
る
さ
と
も
、
春

め
い
て
き
ま
し
た
。
そ
う
言
え
ば
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
は

節
分
、
明
日
は
立
春
で
す
。

　

冬
の
間
途
絶
え
て
い
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
大
発
見
。
改
め
て

自
然
界
の
素
晴
ら
し
い
光
景
に
出

会
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、
野
鳥「
も

ず
」
の
「
は
や
に
え
」
で
す
。

　
「
浄
水
場
の
辺
り
で
珍
し
い
も

の
が
見
え
る
よ
」。
近
所
の
お
じ

さ
ん
の
言
葉
に
誘
わ
れ
た
小
学
５

年
生
の
孫
が
「
堤
防
の
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
枝
に
カ
エ
ル
が
刺
し
て
あ
っ

た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

４
日
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
多

分
食
べ
ち
ゃ
っ
て
無
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
２

本
の
桜
の
木
の
枝
に
ア
マ
ガ
エ
ル

が
３
匹
も
刺
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

食
の
保
存
な
の
か
、
食
べ
や
す
く

す
る
た
め
な
の
か
「
も
ず
」
に
聞

い
て
み
た
い
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
自
然
の
美
し

さ
、あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
す
。　

　

春
、
ウ
グ
イ
ス
の
声
に
目
覚
め
、

口
笛
で
、
歩
く
道
々
の 
桧 
の
先
端

ヒ
ノ
キ

を
渡
る
ウ
グ
イ
ス
と
競
争
し
ま
す
。

　

夏
、
オ
オ
ル
リ
の
「
ピ
ー
ピ
ー

ク
ル
ク
ル
ピ
ー
」
の
美
声
に
起
こ

さ
れ
、
カ
ワ
セ
ミ
の
美
し
さ
に
目

を
見
張
り
、
仲
良
く
水
面
で
遊
ぶ

オ
シ
ド
リ
に
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
お
目
に

か
か
る
こ
と
も
。

　

秋
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
脇

の
ハ
ス
池
で
は
、
ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト

ン
ボ
と
見
ま
が
う
よ
う
な
可
愛
い

ト
ン
ボ
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
野
の
花
や
ワ
ラ
ビ

も
再
三
再
四
、
わ
が
家
の
食
卓
に

上
り
ま
す
。
わ
が
家
か
ら
シ
ル
ク

温
泉
ま
で
の
往
復
５
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
道
は
、
健
康
で
生

か
さ
せ
て
も
ら
う
感
謝
の
道
で
す
。

　

さ
ら
に
通
勤
途
上
で
は
、
野
生

復
帰
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
先
導
し

て
く
れ
ま
す
。
円
山
川
の
上
流
か

ら
中
下
流
ま
で
、
贅
沢
な
環
境
の

ふ
る
さ
と
で
す
。
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１
月　

日
、
毎
年
恒
例
の
カ
ニ
雑
炊
と
た
る
酒
の

２５

振
る
舞
い
が
、Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
城
崎
温
泉
観
光
協
会
が
約　

年
前

３０

か
ら
続
け
て
い
る
カ
ニ
王
国（
城
崎
）の
名
物
行
事
。

城
崎
温
泉
調
理
師
会
会
員
ら
が
、
た
く
さ
ん
の
カ
ニ

身
と
特
製
だ
し
で
作
っ
た
約
８
０
０
人
前
の
雑
炊
と

日
本
酒
１
斗
を
用
意
し
、
観
光
客
ら
に
振
る
舞
い
、

駅
周
辺
に
は
雑
炊
の
白
い
湯
気
と
、た
る
酒
の
甘
い
香

り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

友
人
２
人
と
旅
行
で
訪
れ
た
伊
地
知
里
佳
子
さ
ん

（
京
都
市
）は
「
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
は
何
も
知
ら
ず
に

来
ま
し
た
。
ラ
ッ
キ
ー
で
す
」
と
、
温
か
い
も
て
な

し
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
豊
岡
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
２
年
生

２６

　

人
が
、
授
業
終
了
後
、
学
校
東
側
の
三
坂
区
の
道

１５路
を
除
雪
し
ま
し
た
。
１
月　

日
の
同
校
野
球
部
に

１３

よ
る
小
尾
崎
区
の
除
雪
に
続
い
て
、
普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
周
辺
地
域
へ
の
恩
返
し
の
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雪
は
降
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
連

日
の
厳
し
い
寒
さ
で
、
路
肩
の
雪
は
ガ
チ
ガ
チ
。
生

徒
た
ち
は
、
雪
の
塊
を
木
づ
ち
で
砕
く
こ
と
か
ら
始

め
、
ス
コ
ッ
プ
か
ら
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
水
路
へ
と
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
、
雪
は
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
き
ま

し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
、
元
気
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
生
徒
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
５
日
、
子
育
て
中
の
親
子
が
地
域
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
う
「
ミ
ッ
ク
ス
広
場
」
を
竹
野
地
区
公
民

館
で
開
催
し
、
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０

　

参
加
者
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
己
紹
介
を

し
た
後
、
大
き
な
輪
に
な
り
、
大
人
が
６
〜
８
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
風
呂
敷
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
は
そ

の
下
に
入
っ
て
、
走
り
回
っ
た
り
、
し
ゃ
が
ん
だ
り

し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ゲ
ー
ム
の
途
中
で
は
、
い
ず
み

会
や
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
３
種
類
の
蒸
し
パ

ン
を
、
み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
恒
例
の
竹
野
町
小
唄
を
み
ん
な
で
踊

り
、
笑
顔
で
「
ま
た
市
内
で
見
掛
け
た
と
き
は
声
を

掛
け
て
ね
」
と
約
束
し
合
い
ま
し
た
。

▲重たい雪もなんのその。元気いっぱいで除雪作
業

▲熱々のカニ雑炊とたる酒を求めて、長い行列ができ
た駅前

▲大きな風呂敷の下で大はしゃぎの子どもたち

豊
岡
高
等
学
校
周
辺
道
路
の
除
雪

若
い
パ
ワ
ー
と
熱
気
に
は

雪
も
か
な
い
ま
せ
ん

カ
ニ
雑
炊
・
た
る
酒
サ
ー
ビ
ス

熱
々
の
カ
ニ
雑
炊
に
舌
鼓　
!!

ミ
ッ
ク
ス
広
場

地
域
の
み
ん
な
で
交
流

顔
見
知
り
を
増
や
そ
う
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

１
月　

日
、
出
石
弁
講
座
（
出
石
皿
そ
ば
協
同
組

２６

合
主
催
）
が
出
石
永
楽
館（
出
石
町
柳
）で
開
催
さ
れ
、

同
組
合
員
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

４０

地
域
資
源
で
あ
る
方
言
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
出
石

の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
組
合
員
で
地
元
劇
団
の
代
表
を
務
め

る
中
嶋
勝
己
さ
ん（
出
石
町
八
木
）を
講
師
に
迎
え
、

出
石
皿
そ
ば
店
の
店
員
ら
が「
ま
あ　
よ
う
け
こ
と
食

べ
て
く
れ
ん
さ
っ
て　
お
お
き
に　
あ
ん
た
ぁ
」
な
ど

と
出
石
弁
を
交
え
て
接
客
実
習
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、�
使
い
た
い
出
石
の
言
葉
�
に
「
お
い
で

ん
さ
ゃ
あ
」
が
選
ば
れ
、
同
組
合
員
ら
は
「
出
石
弁
」

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
和
紙
人
形
で
お
ひ
な
さ
ま
作
り
を
日

１０

高
地
区
公
民
館（
日
高
町
国
分
寺
）で
開
催
し
、　

人
２２

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
赤
江
チ
エ
子
さ
ん（
養
父
市
）を
迎
え
、
短

冊
に
２
体
の
和
紙
人
形
を
貼
り
、
お
ひ
な
さ
ま
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
一
見
、
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、

和
紙
を
は
さ
み
で
切
る
な
ど
、
手
先
の
細
か
い
作
業

も
あ
り
、
み
ん
な
で
作
品
を
見
比
べ
、
ワ
イ
ワ
イ
、

ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ

ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
お
ひ
な
さ
ま
を
見
な
が
ら
お
茶
を
飲

み
、「
か
わ
い
い
の
が
で
き
た
な
あ
」
と
口
々
に
喜
び
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
過
ご
し
ま
し
た
。

▲短冊に２体の和紙人形を貼ったおひなさまが完成
して、喜ぶ参加者たち

　

２
月
１
日
、
学
問
の
神
様
で
知
ら
れ
る
但
東
町
奥

矢
根
の
但
馬
天
満
宮
で
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
験
シ
ー
ズ
ン
本
番
と
あ
っ
て
、

但
馬
地
域
だ
け
で
な
く
市
外
か
ら
も
受
験
生
や
家
族

連
れ
が
多
数
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

受
験
生
な
ど
が
、
境
内
に
設
置
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ボ

絵
馬
に
「
志
望
校
絶
対
合
格
！
」
な
ど
と
願
い
事
を

書
い
た
り
、
く
ぐ
る
と
合
格
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

「
五
角（
合
格
）の
門
」
を
く
ぐ
り
抜
け
た
り
し
て
、

合
格
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。
但
東
中
学
校
３
年
の

金
久
彩
奈
さ
ん
は
「
五
角
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
で
、

自
信
が
つ
い
た
。
志
望
の
高
校
に
合
格
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲くぐると合格するという「五角（合格）の門」をくぐ
り抜ける受験生

和
紙
人
形
で
お
ひ
な
さ
ま
作
り

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
が

で
き
ま
し
た

但
馬
天
満
宮
学
業
成
就
・
合
格
祈
願
祭

五
角（
合
格
）の
門
く
ぐ
り
で

合
格
祈
願
！

出
石
弁
講
座

「
お
い
で
ん
さ
ゃ
あ
」

　
　
　
　
　
　

こ
れ
何
弁
？

▲笑いを誘う懐かしい出石弁も飛び出し、会場は大
いに盛り上がった
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器
を
手
に
取
り
、
窓
か
ら
差
し

込
む
光
に
当
て
、
光
沢
を
確
認
す

る
。
色
や
塗
り
に
む
ら
が
あ
れ
ば

や
り
直
し
。
少
し
の
妥
協
も
許
さ

な
い
。
漆
塗
り
師
の
室
さ
ん
の
１

日
は
、
前
日
に
施
し
た
漆
製
品
の

仕
上
が
り
の
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

室
さ
ん
は
、
家
屋
の
床
や
書
院
、

大
黒
柱
の
ほ
か
、
仏
壇
や
神
社
、

寺
院
な
ど
に
漆
を
塗
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
品
だ
け
で
な
く
、
得
意

先
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
但
馬
地

域
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
漆
製
品
の

修
復
塗
り
も
引
き
受
け
て
い
る
但

馬
唯
一
の
漆
塗
り
師
で
す
。

　

漆
の
塗
料
は
、
漆
の
木
の
樹
皮

を
傷
つ
け
、
に
じ
み
出
た
樹
液
を

精
製
し
た
も
の
で
す
。

　

漆
が
ほ
か
の
塗
料
に
比
べ
て
優

れ
て
い
る
所
は
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
劣
化
し
な
い

耐
薬
品
性
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、

天
然
塗
料
な
の
で
有
害
物
質
を
含

ま
な
い
こ
と
で
す
。
滑
ら
か
で
深

み
の
あ
る
美
し
い
漆
の 
塗  
膜 
は
、

と 

ま
く

年
月
が
経
つ
ほ
ど
に 
艶 
を
増
し
、

つ
や

馴
染
ん
で
い
く
。
時
に
「
漆
は
生

 
室 　
 
雅 
晴
   

さ
ん（　

歳
）出
石
町
福
住

む
ろ 

ま
さ 

は
る

７３

　

出
石
地
域
に
は
、先
代
か
ら
受
け
継
い
で
半
世
紀
以
上
も
漆
塗
り
を

し
て
い
る
職
人
が
い
ま
す
。近
年
で
は
、精
製
技
術
の
発
達
に
よ
り
、身

の
周
り
の
も
の
は
機
械
で
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
日

に
お
い
て
も
残
る
漆
塗
り
師
の
伝
統
技
術
。
漆
製
品
の
良
さ
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。職
人
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

き
て
い
る
」
と
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
、

風
合
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

昔
か
ら
の
伝
統
技
術
で
す
。
ま
た
、

防
腐
・
抗
菌
効
果
も
あ
り
、
昔
の

人
々
は
、
こ
う
い
っ
た
理
に
か

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
技
術
を
考
え

出
し
、
そ
れ
が
今
日
に
息
づ
い
て

い
ま
す
。

　

漆
塗
り
は
、
塗
っ
て
は
乾
か
し
、

乾
か
し
て

は
塗
る
の

繰
り
返
し

で
す
。
ハ

ケ
を
使
っ

て
滑
ら
か

に
均
一
に

塗
っ
て
い

く
こ
と
は

と
て
も
難

変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
室
さ

ん
は
、
就
寝
中
で
も
定
期
的
に
起

き
て
作
品
の
角
度
を
変
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
「
手
間
と
時
間
の
か
か
る
漆
塗

り
は
根
気
の
い
る
作
業
で
す
が
、

手
塩
に
か
け
た
分
、
作
品
が
応
え

て
く
れ
ま
す
。
も
の
づ
く
り
は
、

こ
れ
で
�
完
成
�
と
い
う
到
達
点

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
ら
し
さ

を
表
現
し
て
い
け
る
と
こ
ろ
が
魅

力
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
る
室
さ

ん
。
そ
し
て
表
情
を
一
変
し
「
こ

れ
か
ら
は
、
培
っ
た
技
術
を
絶
や

さ
ぬ
よ
う
、
力
の
続
く
限
り
伝
統

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
半
世
紀
以
上
の
職
人
人
生
を
語

り
、
使
い
込
ん
だ
手
を
握
り
締
め

て
い
ま
し
た
。

但
馬
地
域
に
残
る漆

塗
り
師

滑
ら
か
で深

み
の
あ
る
漆

単
純
作
業
の
繰
り
返
し

そ
こ
に
奥
深
さ
が

完
成
の
な
い
物
づ
く
り
に

自
分
ら
し
さ
を
表
現

▲滑らかな手の動きは熟練の技

し
い
も
の
で
す
。

　

室
さ
ん
は
「
良
い
物
を
作

る
に
は
、
目
を
離
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
」
と
製
品
を
管
理

し
や
す
い
よ
う
に
、
自
宅
に

隣
接
す
る
少
し
広
め
の
作
業

場
に
工
房
を
構
え
て
い
ま
す
。

漆
を
塗
っ
た
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
塗
料
が
垂
れ
、
塗
り

面
に
む
ら
が
で
き
る
た
め
、

乾
く
ま
で
は
裏
返
し
た
り
傾

け
た
り
と
定
期
的
に
角
度
を
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日
高
地
域
で
活
動
し
て
い
る
新

体
操
サ
ー
ク
ル
の
「
プ
チ
ア
ミ
」

は
、
毎
週
木
曜
日
午
後
４
時
か
ら

６
時
ま
で
、
国
府
地
区
公
民
館
で

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
平
成　

年
に
発
足
し
、

２０

現
在
、
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま

で
の　

人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

２０

　

代
表
の
森
谷
典
子
さ
ん
（
日
高

町
上
石
）
は
「
新
体
操
は
体
が
柔

軟
に
な
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
の
で
リ
ズ
ム
感
も
養
え

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

新
体
操
は
、
体
全
体
を
使
っ
て

姿
を
美
し
く
見
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
始
め
る

と
柔
軟
な
体
を
作
り
、
美
し
い
立

ち
居
振
る
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
　

同
会
で
は
、
リ
ボ
ン
や
フ
ー

　
　
　
　

プ
を
使
っ
て
本
格
的
な

　
　
　
　
　
　

練
習
に
も
取
り
組

　
　
　
　
　
　
　

ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

か
わ
い
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　

い
レ
オ
タ
ー

ド
姿
の
子
ど
も
た
ち
は
、
森
谷
さ

ん
の
指
導
の
下
、ポ
ジ
シ
オ
ン（
足

の
立
ち
位
置
）や
ア
ラ
ベ
ス
ク（
片

足
を
後
ろ
に
上
げ
て
片
足
で
立
つ

ポ
ー
ズ
）、柔
軟
体
操
、リ
ズ
ム
ス

テ
ッ
プ
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
近
い
将
来
、こ
の
会
の
子
ど
も

た
ち
の
中
か
ら
世
界
で
活
躍
す
る

選
手
が
育
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で

す
ね
」
と
森
谷
さ
ん
は
、
頭
の
中

に
広
が
る
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

プ
チ
ア
ミ
は
、
３
月　

日（
日
）

２２

に
朝
来
市
和
田
山
町
の
ジ
ュ
ピ

タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
発
表

会
で
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

会
へ
の
問
合
せ
は
、
森
谷
さ
ん

ま
で
。
�　

－

５
１
４
９

４２

『
プ
チ
ア
ミ
』（
日
高
）

但
馬
地
域
で
唯
一
の
新
体
操
サ
ー
ク
ル

　

自
然
豊
か
な
農
山
村
地
帯
に
位

置
す
る
高
橋
保
育
園
（
但
東
町
久

畑
）。
こ
の
区
は
、江
戸
時
代
に
関

所
が
設
け
ら
れ
、
山
陰
と
京
都
を

結
ぶ
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

２
月
３
日
、
節
分
の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　

園
児
ら

は
、
鬼
の

お
面
や
豆

を
入
れ
る

小
箱
な
ど

を
一
生
懸
命

作
っ
て
準
備

し
、
こ
の
日

が
来
る
の
を

心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
悪
い
鬼

な
雰
囲
気
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
…

　

突
然
、
外
か
ら
手

に
金
棒
を
持
っ
た
青

鬼
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。大
き
な
声
で「
怖

い
」
と
園
児
ら
は
逃

げ
回
っ
た
り
、
勇
敢

に
青
鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
投
げ
つ

け
た
り
、園
内
は
泣

き
声
や
笑
い
声
が

響
い
て
大
騒
ぎ
。先

生
と
一
緒
に「
鬼
は

外
！
福
は
内
！
」と

豆
を
投
げ
る
と
青

鬼
が
退
散
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福

の
神
が
登
場
す

る
と
、
園
児
ら

の
表
情
は
一
変

し
て
笑
顔
に
。

福
の
神
か
ら
鬼

退
治
の
ご
褒
美

に
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

１３ 

高
橋
保
育
園 （
但
東
） 

〈
園
児
１４
人
〉 

を
退
治
し
よ
う
」
と
園
児
た
ち
が

考
え
た
�
鬼
の
や
っ
つ
け
方
�
は
、

豆
を
投
げ
て
鬼

の
後
ろ
か
ら

キ
ッ
ク
で
す
。

そ
の
と
お
り
に

で
き
る
か
な
？

　

先
生
が
読
む
紙
芝
居
の
「
お
に

の
か
た
な
が
り
」
で

は
、
怖
い
顔
の
赤
鬼

が
村
人
を
脅
し
た
り
、

火
を
吹
い
た
り
し
て

い
ま
す
。
紙
芝
居
が

終
わ
る
と「
怖
か
っ

た
」と
園
児
た
ち
は
胸
を
な
で
お

ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
鬼
の
お

面
を
か
ぶ
っ
た
園
児

ら
は
、
先
生
と
一
緒

に
歌
を
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
と
和
や
か

紙
芝
居
に
登
場
す
る

紙
芝
居
に
登
場
す
る

コ
ワ
〜
イ
鬼

コ
ワ
〜
イ
鬼

鬼
が
去
っ
て
福
の
神
が

鬼
が
去
っ
て
福
の
神
が

登
場
「
も
う
安
心
だ
」

登
場
「
も
う
安
心
だ
」

お
面
作
っ
て
準
備
万
端

お
面
作
っ
て
準
備
万
端

外
か
ら
鬼
が

外
か
ら
鬼
が

入
っ
て
来
た
！

入
っ
て
来
た
！
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ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ぶ
や
き 

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
目
標
と
す
る
姿
の
実
現
の
た
め
に
」 

１４ 

環
境
基
本
計
画 

　

皆
さ
ん
に
環
境
基
本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
が
、今
回
は
、こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
を
し
、確
認
を
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係
�　

－

9
0
1
7

21

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど

を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
生
活
環
境
係
�　

－

５
３
０
４

２３

引
き
」
で
、
も
う
一
度
確
認
し
て

正
し
く
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
が
よ
く
分
か

ら
な
け
れ
ば
、
近
所
の
方
や
市
役

所
の
担
当
課
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

●
汚
れ
た
ま
ま
も
イ
ヤ
！

　

時
々
、
収
集
さ
れ
た
後
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
汚
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
夏
季
は
、
腐
敗
が
早
く
、

水
切
り
が
十
分
で
き
て
い
な
い
袋

か
ら
汚
水
が
こ
ぼ
れ
た
り
、
野
良

ネ
コ
や
カ
ラ
ス
が
荒
ら
し
た
り
す

る
と
に
お
い
ま
す
。
水
切
り
を

し
っ
か
り
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
な
ど

を
利
用
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い

の
で
す
が
…
。

　

私
の
所
は
、
収
集
車
が
回
っ
た

後
に
近
所
の
方
が
バ
ケ
ツ
で
水
を

流
し
て
き
れ
い
に
洗
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
集
車
の

お
じ
さ
ん
に
も
「
ご
苦
労
さ
ま
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
、
私
も
そ
の
日
は

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
「
き
れ
い
が
イ
イ
！
」。

　

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
出
さ
れ
る

ご
み
の
量
も
少
し
ず
つ
減
っ
て
い

ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
、

心
の
や
さ
し
い
人
が
多
い
ま
ち
、

私
は
街
角
で
い
つ
も
願
っ
て
い
ま

す
。

●
私
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

街
角
や

電
柱
の
そ

ば
、
囲
い

が
あ
っ
た

り
な
か
っ

た
り
。
私

は
「
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
皆
さ
ん

の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
、
市
が

集
め
て
処
理
場
へ
運
ぶ
ま
で
の
一

時
置
き
場
で
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域

で
相
談
の
上
、
最
も
効
率
が
良
い

場
所
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
管

理
や
清
掃
な
ど
も
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
「
ご
み
」
と
言
っ
て
、

嫌
が
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
切

な
「
資
源
」
と
し
て
回
収
す
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

●
置
き
去
り
の
ま
ま
じ
ゃ
イ
ヤ
！

　

時
々
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
置
き

去
り
に
な
っ
た
ま
ま
の
ご
み
袋
が

あ
り
ま
す
。

　

置
き
去
り
の
原
因
は
、「
収
集
日

の
間
違
い
」、収
集
の
終
わ
っ
た
後

に
出
す
「
後
出
し
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
一
番
多
い
の
が
「
分
別

違
い
」
で
す
。

　
「
分
別
違
い
」
と
は
、
市
が
お
願

い
し
て
い
る
「
指
定
の
ご
み
袋
の

中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ご
み

の
種
類
」
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

①
燃
や
す
ご
み
の
中
に
燃
や
さ

な
い
ご
み
や
危
険
な
も
の
が
混

ざ
っ
て
い
る
、
②
紙
製
や
プ
ラ
製

容
器
包
装
に
、
そ
れ
以
外
の
も
の

が
混
ざ
っ
て
い
る
、
③
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
び
ん
・
か
ん
に
中
身
が

入
っ
た
ま
ま
の
も
の
や
汚
れ
た
も

の
が
あ
る
、
④
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ

ス
を
抜
い
て
な
い
な
ど
、
少
し
気

を
付
け
た
ら
取
り
残
し
は
な
く
な

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

取
り
残
し
の
原
因
に
つ
い
て
は
、

「
黄
色
の
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
い

ま
す
の
で
、
間
違
え
て
出
し
た
方

は
、「
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
手

【豊岡市環境基本計画を進めるに当たっての基本的な考え方】 
①豊岡に住み、豊岡を訪れるすべての者が当たり前のこととして、人とコウノト 
　リが共に生きるまちにふさわしい行動を取ります。 
②良好な環境は先人から受け継いだものであることを認識し、次の世代に引き継 
　ぎます。 
③地域ごとに異なる環境に応じ、地域の個性を生かして取り組みます。 

【目標とする姿】 
01　里山では山の幸もよみがえりました 
02　遊んでいる田んぼを見かけなくなりました 
03　あちこちの川で子どもたちが遊んでいます 
04　ごみのない海辺では、子どもたちが「磯遊び」を楽しんでいます 
05　子どもたちが地域の祭りや行事を楽しんでいます 
06　コウノトリがすべての中学校区に住んでいます 
07　収集されるごみの量はピーク時（平成12年度）に比べ25％減りました　 
08　子どもが安心して道草をしながら帰ります 
09　たくさんの豊岡ブランドが生まれ、市民みんなが使っています 
10　市民みんなが、省エネ行動を楽しみながら取り組んでいます 

6
つ
の
合
言
葉
を
 

意
識
し
て
行
動
し
ま
す
 

もったいない 

ちょっとでも 

ばちがあたる 

心地よい 

つなぐ 

自信・誇り 

ごみ 
ステーション 
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▽
下
陰
区
自
主
防
災
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

■ 
竿  
頭  
綬 

か
ん 
と
う 
じ
ゅ

▽
但
東
消
防
団

■
功
績
章

▽
山
口　

進
（
出
石
町
八
木
）

▽
宮
垣
博
文
（
但
東
町
中
山
）

■
精
績
章

▽
太
田
克
己
（
香
住
）

▽
北
村
幸
弘
（
城
崎
町
飯
谷
）

▽
杉
垣
明
彦
（
竹
野
町
和
田
）

▽
杉
本
武
己
（
出
石
町
細
見
）

▽
渡
辺
和
志
（
但
東
町
中
山
）

■
勤
続
章

▽
青
田
彌
一
郎
（
一
日
市
）

▽
山
科
和
三
郎
（
弥
栄
町
）

▽
椿
野
仁
司
（
城
崎
町
湯
島
）

▽
仲
治
義
信
（
竹
野
町
竹
野
）

▽
松
岡
喜
久
雄

　
（
竹
野
町
椒
）

▽
平
田
明
彦

　
（
竹
野
町
桑
野
本
）

（
２
月
５
日
〜
７
日
、岐
阜
県
高

山
市
）

■
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
岡
森
あ
す
か（
日
高
西
中
１
年
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
西
村 
衿 
香
   

（
日
高
西
中
２
年
）

え
り 

か

▽
大
城　

葵
（
近
畿
大
学
附
属
豊

岡
中
１
年
）

（
２
月　

日
〜　

日
、新
潟
県
十

１７

２０

日
町
市
・
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
）

■
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
土
生
田
仁
志
（
若
松
町
）
少
年

監
督

▽
田
中
翔
紘（
野
田
）成
年
男
子
Ａ

▽
糸
乗　

克
（
日
高
町
名
色
）

　

成
年
男
子
Ｂ

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▽
中
村　

暁
（
日
高
町
国
分
寺
）

　

成
年
男
子
Ｃ

　

全
国
大
会
・
国
体
で
は
、
皆
さ

ん
健
闘
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

平
成　

年
度

２０

優
良
自
主
防
災
組
織
知
事
表
彰

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

　

電
車
が
大
好
き
な
ま
ー
ち
ゃ
ん
。

ま
た
一
緒
に
見
に
行
こ
う
ね
。

（
父 
幸
樹
・
母 
則
子
、但
東
町
矢
根
）

　

い
っ
く
ん
、お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
、い
っ
ぱ
い
食
べ
て
元
気
に
大
き

く
育
っ
て
ね
。

（
父 
広
樹
・
母 
晴
美
、
下
陰
）

（平成１９年１月２４日生）

大 石 正  陽 
まさ ひろ

ちゃん

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
未
知
。

心
も
体
も
大
き
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

目
指
せ
、
大
リ
ー
ガ
ー　
!!

（
父 
治
彦
・
母 
聖
子
、
大
磯
町
）

　

い
つ
も
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
あ
り
が

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
遊
ぼ

う
ね
。

（
父 
秀
一
・
母 
美
和
、
妙
楽
寺
）

　

大
好
き
な
志
穂
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生

日
お
め
で
と
う
�
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
。

（
父 
誠
司
・
母 
員
子
、日
高
町
池
上
）（平成１９年１２月１日生）

井田 朔  仁 
さく と

ちゃん

　

い
つ
も
元
気
で
お
茶
目
な
玲
那

ち
ゃ
ん
。
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
大
き
く

な
あ
れ
。

（
父 
史
明
・
母 
真
由
美
、日
高
町
国
分
寺
）

　

１
歳
お
め
で
と
う
。
い
ろ
ん
な
物

に
興
味
が
出
て
き
て
毎
日
が
発
見
の

連
続
だ
ね
。
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 
亘
・
母 
素
子
、
弥
栄
町
）

　

歌
を
う
た
う
の
が
大
好
き
な
か
な

ち
ゃ
ん
。
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
と
ず
っ

と
仲
良
し
で
い
て
ね
☆

（
父 
豊
・
母 
弥
生
、
気
比
）

（平成１８年１２月２５日生）

林　  志  穂 
し ほ

ちゃん

（平成１８年１２月２５日生）

杉本 華  菜 
か な

ちゃん
（平成１８年１１月１６日生）

谷口 玲  那 
れ な

ちゃん

おおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめ
でででででででででで
とととととととととと
うううううううううう
ごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいい
まままままままままま
すすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に

出
場
し
ま
し
た

第　

回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

６４
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

ス
キ
ー
競
技
会
に
出
場
し
ま
し
た

（平成１８年１１月２２日生）

荒 田 一  樹 
いつ き

ちゃん

（平成１９年１１月２４日生）

澁谷　   樹       
たつる

ちゃん

（平成１９年１０月１６日生）

沖野 未  知 
み ち

ちゃん

第　

回
６１日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）〜
４
月

２８

６
日（
月
）午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
（
火
曜
日
は
休
館
。
た

だ
し
、３
月
３
日（
火
）は
開
館
）

▽
場
所　

出
石
史
料
館

　
（
出
石
町
宵
田
）

▽
内
容　

懐
か
し
の
ひ
な
人
形
展
、

手
づ
く
り
作
品
、
写
真
展
な
ど

▽
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

■
抹
茶
の
日（
抹
茶
を
た
て
ま
す
）

▽
日
時　

３
月
１
日（
日
）、　

日
１５

（
日
）、　

日（
日
）午
前　

時　

２９

１０

３０

分
〜
午
後
３
時

▽
料
金　

お
茶
代
２
０
０
円

■
昔
話
の
日（
桃
の
節
句
と
出
石

の
歴
史
）

▽
日
時　

３
月
３
日（
火
）午
後
１

時　

分
〜

３０

▽
講
師　

教
育
委
員
会
出
石
分
室

▽
日
時　

３
月　

日（
木
）午
後
３

１９

時
〜

▽
場
所　

日
高
文

　

化
体
育
館

▽
内
容　

・
演
題
「
中
小
企
業
の
今
後
と
日

本
経
済
」

・
講
師　
 
獨
協 
大
学
教
授
、
経
済

ど
っ
き
ょ
う

ア
ナ
リ
ス
ト　

森
永
卓
郎
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▽
整
理
券
配
付
場
所　

商
工
課
、

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課
、
豊

岡
商
工
会
議
所
、
各
町
商
工
会

▽
問
合
せ　

日
高
町
商
工
会

　

�　

－

１
２
５
１

４２
職
員　

小
寺　

誠

■
甘
酒
の
日（
甘
酒
の
振
る
舞
い
）

▽
日
時　

３
月　

日（
日
）午
前　

２２

１０

時　

分
〜
午
後
３
時（
予
定
）

３０

※
先
着
１
０
０
人
で
終
了

▽
問
合
せ　

教
育
委
員
会
出
石
分

　

室
�　

－

９
０
２
９

２１

▽
日
程　

３
月
７
日

　
（
土
）〜
８
日（
日
）

▽
場
所　

長
寿
園

　
（
幸
町
）

▽
内
容

○
作
品
展
（
書
道
、
短
歌
、
生
け

花
、 
御  
殿 
ま
り
、 
篆  
刻 
、
ち
ぎ

ご 

て
ん 

て
ん 
こ
く

り
絵
な
ど
）
…
７
日
午
後
１
時

〜
４
時
、
８
日
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時

○
お
茶
席
（
抹
茶
の
振
る
舞
い
）

　

人
の
尊
厳
を
守
る
上
で
重
要
な

排
せ
つ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
お
む
つ
（
尿
と
り
パ
ッ
ド
含

…
８
日
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

○
芸
能
発
表
会
（
日
本
舞
踊
、
民

謡
、
謡
曲
な
ど
）
…
８
日
午
後

１
時
〜
４
時

▽
問
合
せ　

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連

合
会
�　

－

０
８
６
８　

２３

森
永
卓
郎
経
済
講
演
会

い
ず
し
の
春
を
告
げ
る 

ひ
な
祭
り

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
趣
味
の
会
」
発
表
会

〜
い
ろ
い
ろ
な�
お
む
つ
�を

知
ろ
う
〜

平
成　

年
度　

特
別
展
示

２０

　

豊
岡
出
身
の
洋
画
家
・
故
後
藤

孝
三
さ
ん
の
絵
画
受
贈
記
念
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

心
象
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現

し
た
油
彩
画　

点
と　

年
前
の
豊

１１

６０

岡
や
但
馬
の
懐
か
し
い
風
景
を
描

い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
堪
能
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

３
月
５
日（
木
）〜　

日
２４

（
火
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　
※
水
曜
日
は
休
館

▽
場
所　

伊
藤
清

　

永
美
術
館　

Ｃ

　

展
示
室

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
（　
６５

歳
以
上
・
身
障
者
２
５
０
円
）、

大
学
・
高
校
生
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

▽
問
合
せ　

伊
藤
清
永
美
術
館

　

�　

－

５
４
５
６

５２

郷
土
の
洋
画
家　
後
藤
孝
三
展

催

し

催

し
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む
）
を
展
示
し
、
お
む
つ
の
特
徴

と
お
む
つ
の
あ
て
方
、
お
む
つ
に

関
す
る
制
度
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月　

日（
水
）〜　

日

１１

２４

（
火
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
３０

分
▽
場
所　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
前
（
養
父

市
八
鹿
町
国
木
）

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

�
０
７
９－

６
６
２－

８
４
５
６

◆
と
し
ょ
か
ん
講
演
会

　

写
真
を
通
し
て
見
え
て
く
る
世

界
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
８
日（
日
）午
後
１

時　

分
〜
３
時

３０

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

２
階　

視
聴
覚
講
演
室

▽
内
容

・
講
演　

写
真
家　

長

島
義
明
の
目
「
写
真

が
語
り
か
け
る
世
界
」

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

８０

▽
申
込
期
限　

３
月
７
日（
土
）

◆
長
島
義
明
さ
ん
の
写
真
展

▽
期
間　

３
月
４
日（
水
）〜
８
日

（
日
）

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

２
階　

展
示
コ
ー
ナ
ー

◆
春
の
お
た
の
し
み
会

　

楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月　

日（
金
）午
後
１

２７

時　

分
〜

３０

▽
場
所　

城
崎
分
館　

お
は
な
し

の
へ
や

▽
対
象　

主
に
幼
児
ま
た
は
児
童

▽
内
容　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
・
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
期
限　

３
月　

日（
木
）

２６

◆
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　

ど
ん
な
お
ひ
な
さ
ま
が
作
れ
る

か
な
。
楽
し
み
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
金
）

２７

午
後
１
時　

分
〜

３０

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
対
象　

主
に
幼
児
ま
た
は
児
童

※
就
学
前
の
幼
児
は
保
護
者
同
伴

▽
内
容　

お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り
、

歌
な
ど

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

５０

▽
申
込
期
限　

３
月　

日（
木
）　

１９

◆
わ
ら
べ
う
た
講
座

　

わ
ら
べ
う
た
は
、
人
と
人
と
の

き
ず
な
を
つ
く
り
、
子
ど
も
が
、

言
葉
や
社
会
と
出
会
う
入
り
口
と

し
て
大
切
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
わ
ら
べ
う
た
に
込
め
ら
れ
た

子
育
て
の
知
恵
、
聞
い
て
い
る
だ

け
で
心
洗
わ
れ
る
旋
律
。
あ
な
た

も
わ
ら
べ
う
た
の
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

３
月
１
日（
日
）午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

大
会
議
室

▽
対
象　

読
み
聞
か
せ
・
子
育
て

支
援
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
っ
て
い
る
方
、
関
心
の
あ

る
方
（
子
ど
も
同
伴
可
）

※
事
前
に
電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
出

石
分
館
ま
た
は
出
石
子
育
て
セ

ン
タ
ー
�　

－

６
１
８
８

５２

　

つ
き
た
て
の
も
ち
を
、

き
な
粉
も
ち
や
ぜ
ん
ざ

い
に
し
て
、
一
緒
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月　

日（
火
）午
前　

２４

１１

時
〜
午
後
２
時
ご
ろ

▽
場
所　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ

お
ず
き（
戸
牧
）

▽
そ
の
他　

事
前
申
込
み
、
参
加

費
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
お
ず
き
�　

－

１
７
１
７

２９

　

豊
か
な
自
然
、

心
安
ら
ぐ
光
景
、

後
世
に
伝
え
た

い
地
域
の
財
産

を
再
認
識
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

▽
日
時　

３
月　

日（
土
）午
後
１

１４

時　

分
〜
３
時　

分

３０

４５

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

２
階　

大
ホ
ー
ル

▽
内
容

○
第
１
部　

実
践
活
動
発
表

・
テ
ー
マ　
「
私
た
ち
は
こ
ん
な

こ
と
や
っ
て
ま
す
！
」

○
第
２
部　

講
演　

・
演
題　
「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い　

山
・
川
・
田
ん
ぼ
」

・
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ウ
ノ
ト

リ
市
民
研
究
所
副
代
表
、
八
条

小
学
校
教
諭　

菅
村
定
昌
さ
ん

▽
問
合
せ　

教
育
委
員
会
出
石
分

室
�　

－

９
０
２
９

２１

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
館
�　

－

６
１
５
１

２３

城
崎
分
館
�　

－

９
０
７
２

２１

日
高
分
館
�　

－

９
０
６
０

２１

出
石
分
館
�　

－

５
４
８
９

５２

も
ち
つ
き
交
流
会

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム　

い
ず
し

ｉｎ
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市
で
は
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合

立
病
院
（
豊
岡
・
日
高
・
出
石
）

で
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
受
診
助
成
に
つ

２１

い
て
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
者
は
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
者　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
市
民

・　

歳
以
上
の
方
（
平
成　

年
３

４０

２２

月
末
年
齢
）

・
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
、
日

程
で
受
診
可
能
な
方

※
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

以
外
の
方（　

歳
ま
で
の
方
）は
、

７４

必
ず
医
療
保
険
者
ま
た
は
事
業

主
に
健
診
制
度
、
助
成
の
有
無

を
確
認
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
助
成
対
象
病
院　

豊
岡
病
院
、

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、
出
石
医

療
セ
ン
タ
ー

▽
受
診
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
２２

３
月

▽
助
成
内
容

※
受
診
料
金
は
、
診
療
報
酬
の
改

定
な
ど
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
各
病
院
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の

種
類
・
料
金
は
、「
人
間
ド
ッ
ク

募

集

募

集

受
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
国
保
医
療
係
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
る
「
助

成
申
込
書（
は
が
き
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
窓
口
へ
提

出
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

３
月　

日（
木
）

１９

▽
そ
の
他　

受
診
病
院
は
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
し
ま
す
。

※
受
診
日
程
は
、
各
病
院
ま
た
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
日

程
は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）（
〒
６
６

８
‐
０
０
４
５　

城
南
町　

‐
２３

６
）
�　

－

９
６
０
４

２４

▽
応
募
資
格　

消
費
生
活
に
関
心

の
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満
の

２０

６５

市
民
で
、
平
日
で
も
活
動
で
き

る
方

▽
活
動
内
容

○
生
活
関
連
商
品
の
小
売
価
格
や

販
売
状
況
の
調
査（
月
１
回
）

　

今
年
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
。
野
菜
を
育
て
る
と
自
然
の

恵
み
を
感
じ
ま
す
。
収
穫
し
た
野

菜
を
食
卓
で
い
た
だ
き
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
区
画
数　
　

区
画

５４

▽
利
用
料　
１
区
画（　

平
方
メ
ー

５０

ト
ル
）当
た
り　

年
額
１
０
、０

０
０
円

▽
利
用
期
間　

４
月
〜
平
成　

年
２２

○
消
費
生
活
講
座
な
ど
研
修
会
へ

の
参
加

○
商
品
の
計
量
調
査

○
環
境
に
や
さ
し
い
運
動
の
推
進

な
ど
の
活
動
を
通
し
て
消
費
生

活
に
関
す
る
知
識
を
修
得
し
、

消
費
者
の
代
表
と
し
て
事
業
者

お
よ
び
行
政
に
対
し
、
意
見
・

要
望
を
反
映
さ
せ
る
。

▽
募
集
人
員　
　

人（
先
着
順
）

１６

▽
謝
金　

年
額
１
６
、０
０
０
円

▽
委
嘱
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

２２

３１

▽
申
込
期
間　

３
月
２
日（
月
）〜

　

日（
月
）

１６
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
環
境
係

　

�　

－

５
３
０
４

２３
〜
農
業
体
験
し
よ
う
〜

か
ん
な
べ 
東
河
内 
市
民
農
園

ひ
が
し
ご
う
ち利

用
者
募
集

平
成　

年
度

２１
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

平
成　

年
度　

公
立
病
院（
豊
岡
・

２１

日
高
・
出
石
）で
の
人
間
ド
ッ
ク　

受
診
助
成
希
望
者
募
集

自己負担額市助成額加入保険の種類基本料金定員種別医療機関

１８，７５０円１８，０００円豊岡市国保・後期高齢者
３６，７５０円４００人日帰り

日高医療
センター

２６，７５０円１０，０００円その他保険

３１，９５０円３０，０００円豊岡市国保・後期高齢者
６１，９５０円１２０人１泊２日

４６，９５０円１５，０００円その他保険

２１，５００円１９，０００円豊岡市国保・後期高齢者
４０，５００円１００人日帰り豊岡病院

３０，５００円１０，０００円その他保険

２１，０００円１７，０００円豊岡市国保・後期高齢者
３８，０００円１００人日帰り

出石医療
センター ２８，０００円１０，０００円その他保険
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３
月
（
冬
季
積
雪
有
）

▽
特
色

・
神
鍋
山
の 
麓 
、
景
観
を
楽
し
み

ふ
も
と

な
が
ら
農
業
体
験
で
き
ま
す
。

・
土
質
が
火
山
灰
の
た
め
イ
モ

類
・
根
菜
類
は
格
別
の
味
で
す
。

・
休
憩
室
、
調
理
室
、
ト
イ
レ
、

更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
農
機

具
庫
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

・
作
物
の
栽
培
は
、
定
期
的
に
講

習
会
、
感
謝
祭
を
開
催
。
管
理

組
合
員
が
指
導
し
ま
す
。

・
利
用
者
に
は
「
か
ん
な
べ
湯
の

森
ゆ
と
ろ
ぎ
」
入
浴
料
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

春
の
耕
運
作
業
は
管

理
組
合
が
行
い
、
以
後
の
作
業

は
契
約
者
と
し
ま
す
（
作
業
委

託
の
相
談
に
応
じ
ま
す
）。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

か
ん
な
べ

東
河
内
市
民
農
園
管
理
組
合
長

大
野　

誠
さ
ん

　

�　

－

０
８
４
０

４５

　

子
育
て
中
の
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
親
子
の
楽
し
い
輪
を
広

げ
ま
せ
ん
か
。

　

全
メ
イ
ト
に
、
プ
ー
ル
遊
び
、

運
動
会
、
親
子
遠
足
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
、
季
節
の
行
事
も
取
り

入
れ
て
い
き
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

保
育
園
事
務
室
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

▽
申
込
期
間　

３
月
２
日（
月
）〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切　

▽
そ
の
他　

パ
ン
プ
レ
ッ
ト
を
希

望
の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル

ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
（
下
陰
）

　

�　

－

３
９
０
０

２９

　

県
地
域
高
齢
者
大
学
地
域
活
動

実
践
講
座（
大
学
院
）の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

▽
内
容

○
１
年
次
…
基
礎
講
座
、
実
践
講

座
○
２
年
次
…
応
用
講
座
、
実
践
活

動
▽
学
習
日　

原
則
、
隔
週
火
曜
日

▽
学
習
場
所　

県
立
但
馬
文
教
府

（
妙
楽
寺
）※
近
畿
大
学
豊
岡
短

期
大
学
で
の
受
講
な
ど
、
外
で

の
学
習
も
あ
り
ま
す
。

▽
学
習
年
限　

２
年

▽
対
象　

公
立
の
高
齢
者
大
学
な

ど
を
修
了
し
た
但
馬
地
域
在
住

の
方

▽
定
員　
　

人
３０

▽
受
講
料　

年
間
１
５
、
０
０
０

円
▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参

　

通
信
教
育
部
の
平
成　

年
度
４

２１

月
入
学
生
募
集
に
伴
い
、
入
学
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
７
日（
土
）、　

日
１５

（
日
）、　

日（
土
）※
申
込
不
要

２１

○
こ
ど
も
学
科
（
修
業
年
限
３
年
、

保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
２

種
免
許
取
得
可
能
）
…
午
後
１

時　

分
〜
３
時

３０

○
社
会
福
祉
士
養
成
通
信
課
程　

（
修
業
年
限
１
年
７
カ
月
、社
会

福
祉
士
国
家
試
験
受
験
資
格
取

得
可
能
）
…
午
後
３
時
〜
４
時

　

分
３０

▽
場
所　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大

学
（
戸
牧
）

▽
そ
の
他　

入
学
案
内
資
料
を
希

望
の
方
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

近
畿
大
学
豊
岡
短
期

大
学
通
信
教
育
部

　

�　
－

６
４
０
０

２２
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。　
　

▽
募
集
期
限　

３
月　

日（
金
）

１３

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

県
立
但
馬

文
教
府
（
〒
６
６
８
‐
０
０
５

６　

妙
楽
寺　

‐
１
）

４１

　

�　

－

４
４
０
７

２２

平
成　

年
度

２１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
『
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
』

会
員
募
集

平
成　

年
度

２１

但
馬
文
教
府
み
て
や
ま
学
園

大
学
院　

学
生
募
集

近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

通
信
教
育
部
入
学
説
明
会

参
加
者
募
集

活動費
（月額）活動曜日等〔内容〕募集

人数対象年齢

５００円第１・３金曜日〔親子活動〕
１３：３０～１５：００２０組ベビーメイト（０歳児）

平成２０年４月生まれ～

２，０００円第１・３金曜日〔親子活動〕
９：３０～１１：３０１０組ヨチヨチメイト（１歳児）

平成１９年４月～平成２０年３月生まれ

２，０００円第２・４金曜日〔親子活動〕
９：３０～１１：３０１０組エンジェルメイト（２歳児）

平成１８年４月～平成１９年３月生まれ

４，０００円
毎週水曜日〔体験保育〕
（4月～ 8月）9:30 ～ 11:30
（9 月～ 3月）9:30 ～ 13:00

１５人ワンダーメイト（３歳児）
平成１７年４月～平成１８年３月生まれ

５，５００円毎週木曜日　〔体験保育〕
９：３０～１６：００１０人キンダーメイト（４歳児）

平成１６年４月～平成１７年３月生まれ
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神
鍋
高
原
観
光
施
設
の
４
月
１

日
か
ら
６
月　

日
ま
で
の
使
用
申

３０

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象
施
設

○
神
鍋
高
原
体
育
館（　

・
６
メ
ー

２９

ト
ル
×　

メ
ー
ト
ル
）
バ
レ
ー

２４

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面

○
神
鍋
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
（
３
３
、

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
・
約
６

０
０
人
収
容
）

○
神
鍋
高
原
野
外
ス
テ
ー
ジ
（　
１８

メ
ー
ト
ル
×　

メ
ー
ト
ル
）

１０

▽
受
付
日
時
・
場
所　

○
一
斉
受
付　

３
月
６
日（
金
）午

前
９
時
〜　

時
・
日
高
農
村
環

１０

境
改
善
セ
ン
タ
ー　

８
号
室

○
随
時
受
付　

３
月
６
日（
金
）午

後
１
時
か
ら
、
空
き
の
あ
る
も

の
に
限
り
日
高
総
合
支
所
地
域

整
備
課
で
随
時
受
付

▽
料
金
改
定　

４
月
か
ら
料
金
が

変
わ
り
ま
す
。

○
宿
泊
テ
ン
ト
１
張
１
泊
当
た
り

２
、
１
０
０
円

○
１
人
用
テ
ン
ト
１
張
１
泊
当
た

り　

１
、
０
０
０
円

○
フ
ァ
イ
ヤ
ー
場
３
、
１
０
０
円

※
ま
き
な
ど
は
各
自
準
備
く
だ
さ
い
。

○
タ
ー
プ
１
張　

５
０
０
円

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

　

整
備
課
�　

－

９
０
５
６

２１

　

毎
月
２
回
発
行
の
市

広
報
紙「
広
報
と
よ
お

か
」
の
、
く
ら
し
の
情

報
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
掲

載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▽
広
告
サ
イ
ズ　

１
枠
縦
４
・
５

セ
ン
チ
×
横　

・
４
セ
ン
チ

１７

▽
広
告
料　

１
枠
１
回　

３
１
、

５
０
０
円
（
初
回
の
み
、
版
下

作
成
代
５
、
０
０
０
円
必
要
）

▽
広
告
募
集
枠　

４
月　

日
号
か

１０

ら
平
成　

年
３
月　

日
号
ま
で

２２

２５

の
掲
載
分
１
２
０
枠

※
掲
載
月
、
掲
載
回
数
な
ど
は
、

左
記
の
広
告
代
理
店
で
調
整
し

ま
す
。

※
市
が
定
め
る
掲
載
基
準
に
よ
っ

て
、
掲
載
で
き
な
い
広
告
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

㈲
ジ
ョ
イ

ン
ス
リ
ー
（
野
田
）

　

�　
－

７
７
３
１

２３

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
係
�　

－

１
１
１
１

２３

　

合
気
道
は
、
心

の
修
養
を
目
的
と

し
た
武
道
で
す
。

心
身
の
鍛
練
を
通
じ
て
健
康
な
体

と
強
い
心
を
培
い
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

３
月　

日（
日
）午
後
２

２２

時
〜
３
時

▽
場
所　

武
道
練
習
場
（
日
高
町

鶴
岡
）

▽
対
象　

小
学
生

▽
内
容　

柔
軟
体
操
、
受
身
、
基

本
技

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

人
２０

▽
持
ち
物
な
ど　

運
動
し
や
す
い

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
申
込
期
限　

３
月　

日（
日
）

１５

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
合
気

会　

谷
垣 
尭  
則 
さ
ん

あ
き 
の
り

　

�
０
９
０－

３
９
７
３－

５
５
４
６

神
鍋
高
原
観
光
施
設

（
４
〜
６
月
）使
用
申
込
受
付

〜
ち
び
っ
こ
集
ま
れ
！
〜

子
ど
も
合
気
道
教
室

教

室

教

室

市
広
報
紙「
広
報
と
よ
お
か
」の

有
料
広
告
募
集

　

春
休
み
を
利
用
し
て
、
親
子
で

囲
碁
の
面
白
さ
を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

◆「
春
休
み
子
ど
も
囲
碁
教
室
」

▽
日
時　

３
月　

日（
木
）〜　

日

２６

２８

（
土
）午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

▽
対
象　

幼
稚
園

〜
中
学
生

※
保
護
者
も
一
緒

に
参
加
で
き
ま

す
。

▽
内
容　

囲
碁
の

ル
ー
ル
な
ど
、

初
歩
か
ら
指
導

▽
定
員　
　

人
１０

◆「
大
人
の
た
め
の
囲
碁
教
室
」

▽
日
時　

３
月　

日（
土
）〜
４
月

２８

５
日（
日
）午
後
２
時
〜
９
時

※
都
合
の
よ
い
日
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
対
象　

初
心
者
・
中
級
者

▽
内
容

・
初
心
者
：
ル
ー
ル
な
ど
初
歩
か

ら
説
明

・
中
級
者
：
自
由
に
対
局

▽
定
員　

初
心
・
中
級
各　

人
１０

▽
場
所　

但
馬
囲
碁
セ
ン
タ
ー　

（
正
法
寺
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
期
限　

３
月　

日（
火
）

２４

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
囲
碁

ク
ラ
ブ　

中
奥
正
幸
さ
ん

　

�　
－

４
１
２
７

２２

大
人
と
子
ど
も
の
囲
碁
教
室

共
通
事
項
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普
通
救
命
講
習
会
を
２
カ
所
の

会
場
で
開
催
し
ま
す
の
で
、受
講

く
だ
さ
い
。

▽
講
習
種
別　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

（
３
時
間
講
習
）

▽
講
習
内
容　

・
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法

・
大
出
血
時
の
止
血
法

・
窒
息
時
の
処
置

▽
日
時
・
場
所

○
３
月
８
日（
日
）午
前
９
時
〜
正

午
・
但
東
総
合
支
所　

２
階　

大
会
議
室

○
３
月　

日（
日
）午
前
９
時
〜
正

２９

午
・
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
定
員　

各　

人
３０

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

消
防
本
部
豊
岡
消

防
署
、
各
分
署
、
出
張
所
お
よ

び
駐
在
所
に
あ
る
所
定
の
申
込

用
紙
、
ま
た
は
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
、

　

無
料
相
談
を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日
２１

（
土
）午
後
１
時
〜

４
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館

４
階　

中
会
議
室

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限

○
但
東
会
場　

３
月
５
日（
木
）

○
日
高
会
場　

３
月　

日（
木
）

２６

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
消
防

署
救
急
係（
〒
６
６
８
‐
０
０
５

５　

昭
和
町
４
‐　

）
３３

　

�　

－

８
０
３
８

２４

　
　
　

－

１
２
７
８

ＦＡＸ
２４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shobo

‐keibo@
city.toyooka.

lg.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://119.city.toyooka.lg.jp

▽
免
除
要
件　

○
加
齢
・
疾
病
に
よ
る
身
体
の
機

　

地
域
の
聴
覚
障
害
者

や
そ
の
関
係
者
の
「
結

婚
、
育
児
、
職
業
、
教

育
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

つ
い
て
、
ろ
う
あ
者
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
当
日
は
手
話
通

訳
者
も
同
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

日
ご
ろ
の
悩
み
を
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月　

日（
火
）午
前　

１０

１０

時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階

・
午
前
：
大
集
会
室

・
午
後
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

▽
そ
の
他　

事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
（
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
�　

－

７
０
３
３

２４

能
の
低
下
ま
た
は
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
半
年
以
上
継
続
し

て
「
お
む
つ
」
ま
た
は「
尿
取
り

パ
ッ
ド
」
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
方

○
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▽
申
請
方
法　

生
活
環
境
課
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、
お
よ
び
健
康

福
祉
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
の
確

認
印
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　

申
請
は
年
間
を
通

じ
て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
平
成　

年
度
分
の
当
初
申

２１

請
期
限
は
３
月　

日（
火
）で
す
。

３１

▽
指
定
袋
の
交
付　

後
日
、
免
除

決
定
通
知
書
を
申
請
者
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
持
参
の

上
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
総
合

支
所
市
民
生
活
課

ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
生
活
環
境
係

　

�　
－

５
３
０
４
ま
た
は
各
総

２３
合
支
所
市
民
生
活
課

制

度

制

度

相

談

相

談

講

習

講

習

普
通
救
命
講
習
会

ろ
う
あ
者
悩
み
の
相
談
室

移
動
相
談

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
･
相
続
･
多
重
債
務
･

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

無
料
法
律
相
談
会

〜
ご
み
指
定
袋
を
交
付
〜

ご
み
処
理
手
数
料
の

免
除
申
請
受
付

おむつ 

おむつ 
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重
度
の
障
害
の

あ
る
方
を
対
象
と

し
た
「
障
害
者
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
」
と
人
工
透
析

患
者
、
高
齢
者
で

歩
行
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
業

者
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
事
業
者　

介
護
タ
ク
シ
ー　

あ

か
り（
城
南
町
３
‐　

）
２５

　

�
０
１
２
０－

０
３
０－

８
７
６

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

�
・　
　

－

５
３
３
９

ＦＡＸ
２４

▽
そ
の
他　

車
い
す
を
使
用
す
る

方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

○
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

…
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

�　

－

７
０
３
３
ま
た
は
各
総

２４
合
支
所
健
康
福
祉
課

○
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
…
高
年
福

祉
課
高
年
支
援
係

　

�　

－

０
０
５
５
ま
た
は
各
総

２９
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

平
成　

年
度
に
、

２１

市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
測
量
・

建
設
等
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
、
物

品
製
造
等
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
、
ま
た

は
市
と
物
品
納
入
お
よ
び
役
務
の

提
供
な
ど
の
取
引
を
希
望
す
る
業

者
は
、
所
定
の
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
（
有
効
期
限
は
平
成　

年
２２

３
月　

日
）。

３１

　

な
お
、
平
成　

年
度
は
追
加
受

２１

付
の
た
め
、
平
成　

年
度
に
既
に

２０

登
録
し
て
い
る
業
者
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
建
設
工
事
で
の
登
録

を
希
望
す
る
方
は
、
既
に
登
録
し

て
い
る
業
者
で
も
、
３
月　

日
ま

３１

で
に
新
基
準
に
よ
る
総
合
評
定
値

通
知
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
平
成　
２１

年
度
の
入
札
参
加

資
格
者
に
登
録
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
限　

３
月　

日（
火
）必

１０

着（
郵
送
可
）

　

２
輪
車（
バ
イ

ク
）、
軽
自
動
車
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
廃
車
や
譲
渡
し

た
場
合
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

既
に
廃
車
や
譲
渡
を
し
て
い
て
も
、

３
月　

日
ま
で
に
申
告
し
な
い
と
、

３１

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
を
納

２１

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
車
や
譲
渡
、
相
続
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
耕
用
の
作
業
車
は
、

小
型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自
動

車
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
課
税
対
象　

次
表
の
ほ
か
乗
用

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
本
庁
総
務
課
管
財
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
・
提
出
先　

総
務
課
管

財
係
�　

－

１
１
１
１

２３

装
置
を
備
え
付
け
て
い
る
、
最

高
速
度
が
毎
時　

キ
ロ
メ
ー
ト

３５

ル
未
満
の
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー

や
刈
り
取
り
脱
穀
作
業
車
（
コ

ン
バ
イ
ン
）、
田
植
機
、
農
耕
用

薬
剤
散
布
車
な
ど

　

農
耕
用
作
業
車
を
所
有
し
、

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、

早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
買
い
替
え
た
場
合
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え
る

だ
け
で
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く

小
児
救
急
診
療
の

３
月
の
日
程
お
よ

び
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
時
・
担
当
医
師

　

診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
〜　

午
後
５
時

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

１
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
３
、
１
５
０
円
が

か
か
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
�　

－

６
１
１
１

２２

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

平
成　

年
度
追
加
分
受
付
の

２１申
請
は
済
ん
で
い
ま
す
か

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を

追
加
し
ま
し
た

そ
の
他

そ
の
他

軽
自
動
車
税
の
廃
車
、
所
有

者
の
変
更
な
ど
の
申
告
は

３
月　

日
ま
で
に

３１

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

福祉タクシー 

月
日

３月

８日２９日

担
当
医
師（
住
所
）

赤
松　

亮

（
九
日
市
下
町
）

中
沢　

洋

（
出
石
町
本
町
）

問　合　せ申告受付場所車　　　種

税務課市民税係
�２１－９０４５

税務課市民税係または総
合支所市民生活課

原動機付自転車
（１２５ｃｃ以下の２輪車）
小型特殊自動車

軽自動車検査協会　兵庫事務所姫路支所
�０７９－２３１－４１０１
ホームページアドレス　http://www.keikenkyo.or.jp/

３輪・４輪の軽自動車

姫路自動車検査登録事務所　
�０５０－５５４０－２０６７
ホームページアドレス　http://www.kbm.mlit.go.jp/

２輪の軽自動車
（１２６ｃｃ～２５０ｃｃの２輪車）
２輪の小型自動車
（２５０ｃｃを超える２輪車）
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有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

に
対
処
す
る
た
め
、
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
の
一
斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

駆
除
期
間
中
は
、
蛍
光
色
な
ど

目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
す
る
な

ど
、
事
故
防
止
に
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
１
日（
日
）〜　

日
３１

（
火
）の
土
・
日
曜
日
午
前
８
時

　

分
〜
日
没

３０
▽
駆
除
方
法　

山
中
で
の
猟
銃
に

よ
る
駆
除
（
豊
岡
市
有
害
鳥
獣

駆
除
班
に
委
託
し
実
施
）

▽
対
象
地
域　

市
内
一
円

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
政
係

�　
－

１
１
２
７
ま
た
は
各
総

２３
合
支
所
地
域
整
備
課

　
　
　

２
月
１
日
付
、
係
長
以
上

　
　
　
　
　
　
　
（　

）内
は
前
職

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
部
長
級
】

▼
城
崎
総
合
支
所
長
兼
城
崎
総
合

支
所
総
務
課
長　

齋
藤
哲
也

（
城
崎
総
合
支
所
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
城
崎
総
合
支
所
市
民
生
活
課
長

補
佐
兼
政
策
調
整
主
幹　

長
岡

勉
（
城
崎
総
合
支
所
市
民
生
活

課
長
補
佐
）

【
退
職
者
】　

１
月　

日
付

３１

▼
谷
口
眞
治
（
城
崎
総
合
支
所
総

務
課
長
）

市
役
所
人
事
異
動

　

県
内
各
市
町
が
平
成　

年
１
月

２０

か
ら　

月
ま
で
に
発
行
し
た
広
報

１２

媒
体
の
中
か
ら
、
優
秀
な
作
品
を

表
彰
す
る
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
〔
写

真
部
門
〕で
、「
広
報
と
よ
お
か
」の

掲
載
写
真
（
８
月　

日
号
、
永
楽

２５

館
特
集
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
を
励
み
に
、
よ
り
良
い
広

報
紙
作
り
に
努
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△

応募資格　昭和２４年４月２日以降に生まれた方※

いずれの職も執務時にパソコン
操作を必要とします。△

試　　験　３月１１日（水）
　　　　　　○家庭相談員…午後２時～（市役所）

○運動遊び指導員…午後４時３０分～
（五荘幼稚園）
※運動遊びの実技試験を行います。

○子育て指導補助員…午後２時３０
分～（市役所）△

申込方法　職員課にある申込書に必要事項を
記入の上、免許などの写しを添え
て職員課へ提出ください。△

受付期間　２月２７日（金）～３月１０日（火）△

採　用　日　４月１日（臨時職員は４月３日）予定△

問　合　せ　職員課�２３－１３２６

豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集のお知らせ

有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除

【非常勤嘱託職員】
勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

報酬：月額１５９，７００円（予定）
勤務日等：週５日（３６時間勤務）
休日は土・日曜日の週２日

　育児・教育・障害・虐待な
ど、家庭内における子どもや
保護者に関する各種相談お
よび家庭支援などへの対応

　保健師・心理士・保育士・
社会福祉士・教諭として福
祉・教育現場で２年以上の実
務経験があり、児童福祉の増
進に熱意のある方

1人家庭相談員

報酬：月額１５９，７００円（予定）
勤務日等：週５日（３６時間勤務）
休日は土・日曜日の週２日

　幼児期における運動遊び
の推進、保育園・幼稚園・子育
てセンター・公民館などでの
巡回指導、保育士・幼稚園教
諭などの指導者育成、および
運動遊びの普及啓発

　児童福祉法に定める保育
士資格または教育職員免許
法に定める幼稚園、小学校教
諭普通免許所持者、または平
成２１年４月１日までに取得で
きる方

１人
運動遊び
指導員

勤務条件職務内容応募資格募集人数職　種

賃金：日額７，３００円（予定）
勤務日等：週５日（４０時間勤務）
休日は火曜日とほかの１日の
週２日

　子育て総合センターでの
子育て相談、センター業務の
補助、遊びの指導、事務補助
など

　児童福祉法に定める保育
士資格または教育職員免許
法に定める幼稚園、小学校教
諭普通免許所持者、または平
成２１年４月１日までに取得で
きる方

１人
子育て指
導補助員

【臨時職員】
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3月の予定
図書館本館3月のカレンダー

土金木水火月日

7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

313029
■■　は休館日です。　

＊図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ　http://www３.city.toyooka.lg.jp/

toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
（京町５‐２８）　

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�２１‐９０７８
（竹野総合支所３階）　

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�２１‐９０６０
（日高農村環境改善センター２階）　

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６
（但東市民センター１階）　

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９
（出石農村環境改善センター内）　

いっしょにおはなし会
５日・１２日・１９日・２６日　毎週木曜日　午前１０時３０分～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
３歳ぐらいの幼児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしのゆりかご
５日（木）午前１１時～日　時
本館　おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

おたのしみひろば
７日（土）午後２時～３時３０分日　時
本館　視聴覚講演室（２階）場　所
幼児または児童対　象
人形劇・紙芝居など内　容

土曜としょかん
１４日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
本館　おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象
詩・ストーリーテリング・ひな飾り（紙工作）内　容
２０人（先着順）定　員
１３日（金）申込期限

第１２回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１５日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

本館　視聴覚講演室（２階）場　所

おはなし会
２８日（土）午後２時３０分～日　時
本館　おはなしのへや（１階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリング・絵本の読み聞かせ内　容

６日（金）午前１１時～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなしひろば

おはなしのこべや
１４日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・折り紙遊び内　容

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�２１‐９０７２
（城崎総合支所２階）　

２９日（日）午前１０時３０分～日　時
但東分館　キッズコーナー場　所
絵本の読み聞かせと工作内　容

おはなしのもり

１４日（土）午前１１時～７日（土）午前９時３０分～日　時
合橋地区公民館高橋地区公民館場　所

幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

２８日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ、折り紙遊び　など内　容

おはなし会

４日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児と保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２９日（日）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
詩・ストーリーテリングなど内　容

おはなし会

絵本からのおくりもの
１４日（土）・２８日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　和室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

土曜おはなしのへや
２８日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

おはなし玉手箱　～ちいさい春、み～つけた！～
１４日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
「春」に関連した絵本の読み聞かせや詩、歌、お
話など内　容
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3月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 火曜日休館 

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
（城崎健康福祉センター２階） 土・日・月曜日休館 

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
（日高文化体育館　小ホール） 土・日・火曜日休館 

なかよし広場
１２日（木）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
２日（月）・２６日（木）午前１１時～ほっとたいむ

日　時
２３日（月）午前１０時３０分～おやこふれあいたいむ

子育て総合センター　ふれあい広場場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊びます。内　容

午前中は身長や体重の計測をします。その他

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 
（竹野児童館内） 土（午後）・日・月曜日休館 

３日（火）午前１０時～正午日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
デコレーション寿司づくりに挑戦内　容
米１合・参加費（１家族１００円）持ち物
１７日（火）～２６日（木）申込期間

おひなまつりのクッキング

１０日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス♪♪

２８日（土）午前１０時１５分～１１時３０分日　時
竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
お父さんと遊ぼう（お母さんの参加も可）内　容
こども育成課　仲義　健講　師

お父さんと一緒に運動遊び

母親交流会
２７日（金）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
友達づくり・身体計測内　容

遊ぼう会
４日（水）午前１０時３０分～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

とにかく楽しい・子育て講演会
＆子育て支援リーダー研修会Ⅱ
１４日（土）午後１時３０分～３時日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
乳幼児と保護者　５０組（先着順）
子育て支援者、保育士など　３０人（先着順）対　象

講演「家族で“しつけとマナー”」
子どもたちをおもちゃで遊ばせながら講演を
行います。

内　容

キッズいわきぱふ　代表　岩城敏之さん講　師
２日（月）～１３日（金）申込期間

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 
（但東中央体育館） 土（午後）・日・月曜日休館 

ひなまつり会
４日（水）午前１０時～１１時３０分日　時
但東子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
うた・シアター　など
※ひなおにぎりを作ります。内　容

おやこっこ遊び
①午前１０時３０分～１１時３０分

２５日（水）日　時
②午後１時３０分～２時３０分

子育て総合センター　子育て学習室場　所
①２歳までの乳幼児と保護者
②２歳以上の幼児と保護者
　※いずれも２５組（先着順）

対　象

親子遊び、リズム遊び内　容
生涯学習サポート兵庫　榎本英樹さん講　師
９日（月）～１９日（木）申込期間

子育てミニ講話
２６日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象
座談会　～困りごとを自由に話しませんか？～内　容

お楽しみ会
２７日（金）午後１時３０分～３時日　時
日高農村環境改善センター　多目的ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者、小学生　５０組（先着順）対　象
エプロンシアター、おひなさまを作ろう内　容
１９日（木）申込期限

手遊び・ダンスの会
１６日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
日高文化体育館　小ホール場　所
就学前の乳幼児と保護者対　象

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 
（出石ふれあいセンター） 土・日・水（午後）曜日休館 

わらべうた講座（図書館出石分館共催）
１日（日）午後１時３０分～３時３０分日　時
出石農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
就学前の幼児と保護者、子育て支援関係者・関
心のある方　※事前に電話で連絡ください。対　象

わらべうたで遊びながら意義や魅力を学ぶ内　容
大阪わらべうた音楽教育研究会メンバー講　師

ひなまつり
４日（水）午前１０時～正午日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の乳幼児と保護者　４０組（先着順）対　象
折紙遊び（おひなさま）・ハンドベル・簡単ケー
キづくり　など内　容

１組１００円（材料代）参加費
３日（火）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

　豊岡市民プラザ自主事業の「第２回フォークまつり」の企
画・制作、運営に積極的に参加できる方を募集します。
◇開催内容　フォークソングのミュージックフェス

ティバル（プロミュージシャンのゲス
トを予定）

◇開 催 日　７月５日（日）
◇場　　所　ほっとステージ
◇募集人数　１０人程度
◇応募資格　高校生以上（高校生は保護者の同意が

必要）
◇申込方法　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、応募

動機を記入の上、持参、郵送、ファック
ス、またはメールで申し込みください。

◇申込期限　３月２５日（水）

■「第２回フォークまつり」実行委員募集

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ７階）　�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）
〒６６８‐００３１　大手町４‐５　メールアドレス plaza@city.toyooka.lg.jp

■演劇ファクトリーVOL.５　本公演
　終わりなき 蒼茫 ―地球は青かった　幕末青春篇―

そうぼう

　演劇ファクトリーは、オリジナル作品の上演に取
り組む豊岡市民プラザの市民参加舞台創造事業です。

　３月２１日（土）
　　　　　開演１９：００
　　　　　（開場１８：３０）

　　　２２日（日）
　　　　　開演１５：００
　　　　　（開場１４：３０）
◇場　所　ほっとステージ

　３月２９日（日）
　　　　　開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　但東市民センター ホール
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（シングル）１，０００円（ペア）１，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上７００円（当日券は
　　　　　各２００円増、ペアチケットは前売りのみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、
　　　　　３月１１日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■ ＯＰＥＮ 　 ＧＡＴＥ 　２００９
オープン ゲート

　　新しい旅立ちの季節…希望の扉を開けよう !!

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館、図
書館本館、城崎 ･竹野 ･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。

〈平成 21年度会員募集〉

◇年会費　１，０００円（有効期限は平成２２年３月３１日）
◇特　典　①催し物などの最新情報を会報などで発送
　　　　　②チケット１枚につき３００円割引（市民会館

およびひぼこホールのすべての自主事
業に適用）

　　　　　③自主事業の入場券を一般発売より１週間
早く、１会員２枚まで購入可。ただし、前
売り初日に限り１会員４枚まで購入可

　　　　　④自主事業をすべて鑑賞していただいた
会員には、次年度の自主事業の内のい
ずれか希望の１つに無料で招待

　　　　　⑤友の会主催の催し物に特別価格で参加可

■第56回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンで、毎月１回程度コンサートを開催してい
ます。気軽にお立ち寄りください。

　３月１４日（土）開演１２：３０
◇場　所　交流サロン
◇出　演　トトロのおじさんとエプロンおばさんた

ち
◇内　容　オカリナとキーボード
◇曲　目　童謡からクラシックまで、いろんなジャ

ンルの曲を演奏
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■市民会館「友の会」会員募集
�２３‐０２５５　※火曜日休館

　「豊岡から旅立って活動しているアーティスト」
「豊岡で生活しながら音楽活動を頑張っているバン
ド」「豊岡にゆかりがあり、私たちが応援したい
ミュージシャン」をゲストに、心に響く歌・泣ける歌
でエールを送ります。

　３月１５日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　 smile ･クボタアツシ･ CUSTARD    MUSTARD 

スマイル カスタード マスタード

◇入場料　全席自由
　　　　　一般５００円　高校生以下　無料（整理券必要）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、
　　　　　３月５日（木）までに申し込みください。
◇チケット発売中

◇年会費　５００円（有効期限は平成２２年３月３１日）
◇特　典　①催し物などの最新情報を会報などで発送
　　　　　②自主事業の内のいずれか希望の１つに

無料で招待
　　　　　③自主事業の入場券を当日でも前売り料

金で購入可
　　　　　④自主事業の内、全席自由の催しについ

て、開催日５日前までに予約すれば座席
の指定可

　　　　　⑤自主事業のリハーサルや舞台の裏側見学可
　　　　　⑥自主事業の企画提案可

■豊岡市民プラザ「プラザメイツ」募集
�２４‐３０００　※火曜日休館

◇年会費　１，０００円（有効期限は平成２２年３月３１日）
◇特　典　①催し物などの最新情報を会報などで発送
　　　　　②５００円割引券を２枚発行。チケット１枚につ

き割引券１枚利用可（市民会館およびひぼこ
ホールのすべての自主事業に適用）

　　　　　③自主事業の入場券を一般発売日より約
１０日早く、１会員２枚まで購入可

　　　　　④自主事業をすべて鑑賞していただいた
会員には、次年度の自主事業の内のい
ずれか希望の１つに無料で招待

■出石文化会館ひぼこホール ｢友の会 ｣会員募集
�５２‐６２２２　※月・火曜日休館
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月の主な行事 平成２１年 3
March

平成２１年２月１日現在（前月比） 

（住民基本台帳＋外国人登録総数） 
豊岡市の人口 

合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

90,127 

43,148 

46,979 

31,968

（－70人） 

（－32人） 

（－38人） 

  （＋15世帯） 

手遊び・ダンスの会（１０：３０～日高文化体育館）（月）１６
手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）（火）１７
絵本を楽しもう（１０：３０～出石子育てセンター）（水）１８
森永卓郎経済講演会

（１５：００～日高文化体育館）
（木）１９

春分の日
出石初午大祭（夕方～出石城跡周辺、～２２日）

（金）２０

体験教室「はにわの貯金箱を作ろう！」
（１０：００～但馬国府・国分寺館）

たる酒のふるまい・かにの逆さオークション
（１１：００～さとの湯イベント広場）

演劇ファクトリーＶｏｌ．５本公演
（１９：００～豊岡市民プラザ）

（土）２１

演劇ファクトリーＶｏｌ．５本公演
（１５：００～豊岡市民プラザ）

（日）２２

おやこふれあいたいむ
（１０：３０～子育て総合センター）

（月）２３

もちつき交流会
（１１：００～生活支援センター　ほおずき、戸牧）

（火）２４

（水）２５
絵本の読み聞かせ

（１０：３０～城崎子育てセンター）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（木）２６

母親交流会（１０：３０～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話（１０：３０～日高文化体育館）
春のおたのしみ会（１３：３０～図書館城崎分館）
おたのしみ会わくわくランド

（１３：３０～日高農村環境改善センター）

（金）２７

お父さんと一緒に運動遊び
（１０：１５～竹野子育てセンター）

出石さくらまつり（１８：００～出石城跡、～４月３０日）

（土）２８

地ビールの無料サービス
（１１：００～さとの湯イベント広場）

城崎短歌・俳句コンクール（１３：３０～城崎文芸館）
西宮市吹奏楽団演奏会“春風のプレゼント”

（１３：３０～日高文化体育館）
演劇ファクトリーＶｏｌ．５本公演

（１４：００～但東市民センター）

（日）２９

（月）３０
春休みみんな集合！！

（１０：００～竹野子育てセンター）
（火）３１

いずしの春を告げるひな祭り
（９：３０～出石史料館、～４月６日）

街頭防火キャンペーン（１３：３０～ＪＲ豊岡駅前、
アイティ、コープデイズ豊岡）

わらべうた講座
（１３：３０～出石農村環境改善センター）

（日）１

奥神鍋スキー場まつり（８：３０～奥神鍋ゲレンデ）
万場スキー場まつり（万場ゲレンデ）
ほっとたいむ（１１：００～子育て総合センター）

（月）２

市長選挙の立候補予定者説明会
（１０：００～市役所東庁舎別館）

おひなまつりのクッキング
（１０：００～竹野子育てセンター）

市議会議員補欠選挙の立候補予定者説明会
（１３：３０～市役所東庁舎別館）

（火）３

長島義明さんの写真展
（１０：００～図書館本館、～８日）

ひなまつり会（１０：００～但東子育てセンター）
遊ぼう会（１０：３０～城崎子育てセンター）

（水）４

郷土の洋画家　後藤孝三展（９：３０～伊藤清永美術館）
うつ病を理解するためのこころの健康づくり

講演会（１３：３０～豊岡市民プラザ）

（木）５

（金）６
豊岡高年クラブ連合会「趣味の会」発表会

（１３：００～長寿園）
バロックの華束　ヴァイオリン＆チェンバロ

コンサート（１９：００～伊藤清永美術館）

（土）７

としょかん講演会（１３：３０～図書館本館）（日）８
絵本の読み聞かせの会（１０：３０～日高文化体育館）（月）９
わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）（火）１０

（水）１１
なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
スナップ　ｉｎ　きのさき（１１：００～さとの湯イベント広場）

（木）１２

（金）１３
講座「 埴輪 生産から見た古墳時代の社会」

はにわ

（１３：３０～但馬国府・国分寺館）
環境フォーラム　ｉｎ　出石　子どもたちに伝えたい山・
川・田んぼ（１３：３０～出石農村環境改善センター）
第５６回サロンコンサート

（１４：００～豊岡市民プラザ）

（土）１４

ＯＰＥＮ　ＧＡＴＥ　２００９　新しい旅立ちの季節…
希望の扉を開けよう！！（１４：００～豊岡市民プラザ）

（日）１５

▼
厳
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が
…
。
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感
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げ
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▼
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安
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不
自
然
じ
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な
い
歩
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究
中
。
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見
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よ
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竹野で栄えた船主の館 

（御用地館） 

住吉屋歴史資料館 住吉屋歴史資料館 住吉屋歴史資料館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り １４ 

■所 在 地　豊岡市竹野町竹野４２２　�４７－１５５５ 
■開館時間　９:００～１７:００（ただし、母屋は２２：００まで） 
■休 館 日　毎週水曜日 
■入 館 料　無料 

【仲田光成記念館・土蔵ギャラリー】 
■入 館 料　大人３００円、子ども１５０円 

お よう じ かん 

こうせい 

ＪＲ竹野駅 

竹野総合支所 
竹野中学校 

竹野小学校 

北前館 

竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター 

竹野海水浴場 
竹野スノーケルセンター 
　　ビジターセンター 

上町 

下町 
西町 

中町 
馬場町 

猫崎 

東町 

駅前 

切浜 

日本海 

弁天浜 

至城崎 

至日和山 至香美町 

竹
野
川

住吉屋歴史資料館（御用地館） 

▲当館館長の沼田恒夫が
ご案内します。

Trademark of American Soybean Association

「広報とよおか」は、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　３００年以上の歴史を持つ住吉屋は、文化３年には、伊能忠敬が全国測量
の宿として、また翌４年には、儒学者の 柴  野  栗  山 がここを訪れて、書を

しば の りつ ざん

残しています。
　明治時代になると、北前船「 栄  寿  丸 」の船主として大きな財力を成し、

えい じゅ まる

その後も酒造、郵便局、鉱山など手広く商売をしていました。
　通りに面した建物は、当初の姿に復元し、中庭にあった土蔵をギャラ
リーにしました。また、日本のかな書道界の重鎮、仲田光成さん（竹野町
松本出身）の記念館もあります。建物の愛称は「御用地館」。この辺りの昔
ながらの呼び名をとって名付けました。
　皆さん、ぜひ、当館でゆったりとした時の流れを感じてください。

　日本のかな書道界の重鎮、仲田光
成さんの偉業を記念した館です。多く
の自書作品を展示しています。

▲仲田光成記念館
　住吉屋で使われていた江戸時代か
らの民具を展示しています。当時の
生活の息遣いを感じることができます。

▲土蔵ギャラリー
　土蔵の白い壁を背に、写真を展示
しています。懐かしい風景に出合え
る空間です。

▲オープンギャラリー

　竹野の特産品やお土産の販売、喫
茶、季節の品々でもてなします。

▲土間・ 憩 い土間
いこ

　作りは「田」の字型。障子を開け
放つと一つの空間が広がります。柴
野栗山の「 睨  満 」の書がふところ広

げい まん

く迎えてくれます。

▲母屋
　街のにぎわいを忘れさせてくれる場
所に、炉を切って茶室を設けました。三
帖の茶室とともに、静寂のひとときが流
れます。

▲離れ


